
天
日
浴
び
る
幾
万
の
竹
筆
軸

赤磐市稲蒔の吉井川の河原では、冬から
早春にかけて、全国的にも珍しい竹筆軸
の天日干し（寒ざらし）を見ることがで
きます（関連記事：29ページ）。
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赤磐市の人口（1 月 1 日現在）

　●人口………………………45,035 人（+7）
　●男…………………………21,543 人（+4）
　●女…………………………23,492 人（+3）
　●世帯数…………………17,192 世帯（+10）

（　）内は 12 月 1 日との差
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「チャレンジデー」ほか

25 わたしのあなたの健康 69

「これからが本番！ 花粉症に注意！」

26 自治連合会活動

28
読者のページ

「ロバの音楽座コンサート」
「熊山遺跡群調査・研究会主催特別講演会」ほか

30
まちのわだい

「桜が丘東消防機庫完成式」
「100 歳おめでとう」ほか

32 人いきいき まちきらり⑩ 
「能勢大輝さん」

　

赤
磐
市
消
防
出
初
式
が
、
１

月
15
日
㈰
、
山
陽
ふ
れ
あ
い
公

園
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
活
動
す
る
、
消

防
職
団
員
の
代
表
者
約
６
０
０

人
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
力
強
く
厳

か
に
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
初
式
終
了
後
に
は
、

近
く
の
池
で
消
防
ポ
ン
プ
17
台

に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

岡
山
県
知
事
表
彰

❖
永
年
勤
続
功
労
章

［
赤
磐
市
消
防
団 

副
団
長
］

　

尾
上　

文
博
／
稲
田　
　

浩

　

中
田　

浩
二

［
山
陽
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　

景
田　

保
政

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
］

　

岡
村　

博
志

❖
優
良
消
防
団
員
章

［
機
動
部 

機
動
副
班
長
］

　

小
山　

樹
快

［
山
陽
方
面
隊 

部
長
］

　

藤
原　

利
明
／
菅
形　

泰
生

［
赤
坂
方
面
隊 
部
長
］

　

松
岡　

富
善
／
山
本　
　

浩

　

佐
々
木
康
彦
／
常
安　

伸
一

［
熊
山
方
面
隊 

部
長
］

　

村
田　

憲
司

［
吉
井
方
面
隊 

部
長
］

　

南
石　

恒
夫
／
中
原　

正
和

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

小
西　

憲
裕

［
熊
山
方
面
隊 

分
団
長
］

　

西
田　

素
康

［
熊
山
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

原　
　

将
範

［
熊
山
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

金
光　

英
人

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

橋
本　

一
徳

［
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

髙
元　

修
二
／
景
山　

典
一

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
］

　

矢
部　

敬
史

力
強
く
厳
か
に
出
初
式

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

❖
功
労
章

［
山
陽
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　

石
井　
　

徹　

［
赤
坂
方
面
隊 

分
団
長
］

　

石
本　

豊
彦

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

松
本　

順
一

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
］

　

井
上　

二
郎

❖
表
彰
章

［
機
動
部 

機
動
部
長
］

　

小
田　

憲
之

［
機
動
部 

機
動
班
長
］

　

青
木　

智
彦
／
日
下　

治
樹

［
山
陽
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

石
黒　

和
也

［
赤
坂
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

重
松　

将
夫

主
な
平
成
23
年
度

優
良
消
防
職
団
員

表
彰
受
章
者（
敬
称
略
）
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赤
磐
市
消
防
本
部
緊
急
消
防
援
助
隊

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
、
未
曾
有
の

大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
被
災
地

に
、
赤
磐
市
消
防
本
部
か
ら
緊

急
消
防
援
助
隊
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。
危
険
を
顧
み
ず
消
防
応

援
活
動
を
遂
行
し
、
被
災
地
域

住
民
の
被
害
の
軽
減
に
尽
力
し

た
功
績
に
対
し
て
、
総
務
大
臣

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

女性
消防団員
歓迎!!

❖
青
年
章

［
機
動
部 

団
員
］

　

大
饗　
　

剛

［
山
陽
方
面
隊 

部
長
］

　

玉
木　
　

信

［
吉
井
方
面
隊 
班
長
］

　

徳
光　
　

淳

❖
精
勤
章

［
機
動
部 

団
員
］

　

打
越　

貴
心

［
山
陽
方
面
隊 

分
団
長
］

　

本
徳　

順
一
／
岡
本　

和
典

［
山
陽
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

大
崎　

文
裕

［
山
陽
方
面
隊 

部
長
］

　

岡　
　

雄
一

　

消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
「
自
分
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
き
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人

た
ち
が
集
ま
る
消
防
機
関
の
一
つ

で
す
。
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生

時
の
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡

視
、
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従

事
し
、
地
域
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、

平
時
で
も
訓
練
、
防
火
指
導
、
広

報
活
動
な
ど
防
災
力
の
向
上
や
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
な
ど
に
「
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
」
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
団
員
に
は
、
火
災
予

防
や
地
域
防
災
な
ど
の
広
報
・
啓

発
活
動
を
主
に
、
消
防
団
が
行
う

各
種
行
事
へ
の
参
加
、
災
害
時
の

後
方
支
援
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う

予
定
で
す
。

■
募
集
人
員
・
資
格

⃝
消
防
団
は
市
内
４
方
面
隊
の
分

団
各
部
に
よ
る
構
成
な
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
定
数
に
欠
員

が
生
じ
た
ら
、
そ
の
数
が
募
集

人
員
数
と
な
り
ま
す
。
入
団
希

望
に
よ
り
該
当
の
分
団
各
部
と

協
議
調
整
を
行
い
、
入
団
と
な

る
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

⃝
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
18
歳
以
上
50
歳
未

満
の
人
（
た
だ
し
、
任
命
権
者

が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、

当
て
は
ま
ら
な
い
）

⃝
健
康
で
防
災
意
欲
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
の
旺
盛
な
人

■
募
集
締
め
切
り

　

２
月
27
日
㈪
ま
で

■
消
防
団
員
の
処
遇

⃝
条
例
に
基
づ
き
年
報
酬
・
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⃝
活
動
に
必
要
な
被
服
を
貸
し
ま

す
。

⃝
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、

表
彰
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

⃝
赤
磐
市
消
防
本
部

　

消
防
総
務
課
消
防
団
係

　

☎
（
９
５
５
）
２
２
４
５

　

【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
ま
で

赤
磐
市
消
防
団
員
募
集
!!

 〈
４
月
採
用
予
定
〉

［
山
陽
方
面
隊 

団
員
］

　

金
島　

正
樹
／
社　

成
二
郎

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
長
］

　

岡
本　
　

学

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

清
野　
　

洋
／
岩
藤　

貴
重

［
赤
坂
方
面
隊 

班
長
］

　

草
野　

英
彦

［
赤
坂
方
面
隊 

団
員
］

　

松
岡　

裕
之
／
齋
藤　

康
彦

　

岸
本　

泰
典
／
花
房　

宏
二

　

平
尾　

効
司

［
熊
山
方
面
隊 

副
方
面
隊
長
］

　

片
山　

雅
人

［
熊
山
方
面
隊 
部
長
］

　

山
田　

勝

［
熊
山
方
面
隊 

団
員
］

　

矢
田
嘉
美
男
／
佐
　々

敏
和

　

南　
　

博
史
／
矢
部　

貴
司

　

金
谷　

秀
樹

［
吉
井
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

近
江　
　

敏

［
吉
井
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

本
荘　
　

潮
／
石
本　

英
信

　

江
木　

忠
之

［
吉
井
方
面
隊 

部
長
］

　

中
原　

正
和

［
吉
井
方
面
隊 

団
員
］

　

中
務　

知
弘
／
奥
田　

松
弘

　

藤
本　

茂
樹

［
消
防
本
部 

消
防
司
令
補
］

　

高
山　

育
利

備
前
地
区
消
防
連
絡

協
議
会
長
表
彰

❖
会
長
表
彰

［
機
動
部 

機
動
班
長
］

　

安
藤　

伸
一

［
山
陽
方
面
隊 

分
団
長
］

　

田
中　

睦
人

［
山
陽
方
面
隊 
指
導
部
員
］

　

大
崎　

文
裕

［
赤
坂
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

重
松　

将
夫

［
赤
坂
方
面
隊 

指
導
部
員
］

　

戸
川　

幸
紀

［
熊
山
方
面
隊 

副
分
団
長
］

　

小
野　

一
郎
／
日
笠　

敏
寛

［
吉
井
方
面
隊 

分
団
長
］

　

安
光　

博
重
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①

②③

④⑤

⑥⑦⑧⑨

多
く
の
人
に
喜
び
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
人
に
。

赤
磐
市
成
人
式

　

１
月
８
日
、
新
成
人
た
ち
の
門

出
を
祝
う
「
赤
磐
市
成
人
式
」
が

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
の
対
象
者

は
、
男
性
が
２
０
１
人
、
女
性
が

１
９
９
人
の
計
４
０
０
人
で
、
こ

の
日
は
３
２
７
人
が
出
席
。
小
・

中
学
時
代
の
友
人
や
中
学
校
の
恩

師
ら
と
と
も
に
『
20
歳
の
門
出
』

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
砂
川
清
流
太
鼓
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
演
奏

で
幕
開
け
。
続
い
て
市
長
、
議
長

を
は
じ
め
来
賓
か
ら
新
成
人
へ
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
成
人
式
実

行
委
員
が
主
催
す
る
恩
師
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
催
さ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
恩
師
に
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ
か
け
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
式
終
了
後
も
友

人
や
恩
師
ら
と
記
念
写
真
を
撮
っ

た
り
、
談
笑
し
た
り
す
る
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

①砂川清流太鼓の力
強い鼓動が集まった
新成人の胸に響く　
②今年の成人式実行
委員会が企画した中
学校恩師へのインタ
ビューに会場は一気
にヒートアップ
③～⑨会場に集まっ
た新成人の面々。友
人たちとの久しぶり
の再会に笑顔があふ
れていた。
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特集／多くの人に喜びを与えられるような大人に。

實
盛 

瑞
穂 

さ
ん
（
20
歳
）

　

大
学
の
夏
休
み
中
の
９
月
ご
ろ
に
、
私

は
成
人
式
の
実
行
委
員
会
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
私
自
身
も
、
成
人
式
の
企
画
や
運
営

は
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

す
ぐ
に
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

で
も
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
本
当
に

難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
成
人
式
自
体
は

た
っ
た
一
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

た
っ
た
一
日
の
成
功
に
向
け
て
何
度
も
集

ま
り
、
話
し
合
い
を
し
、
と
き
に
は
意
見

が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
や
り

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
に
は
、
飲
酒
や

喫
煙
、
選
挙
権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分

の
行
動
に
対
し
て
責
任
も
生
ま
れ
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
自
分
の
意
志
を
持
っ
て
行
動

で
き
、
み
ん
な
の
手
本
に
な
る
よ
う
な
大

人
に
な
り
た
い
で
す
。
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清
水 

海か
い

斗と 

さ
ん
（
14
歳
）

　

僕
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
で
消
防
署
に

行
き
ま
し
た
。消
防
署
を
選
ん
だ
理
由
は
、

自
分
が
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
体
を
動
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
を
体

験
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で

も
消
防
署
の
訓
練
は
と
て
も
大
変
で
し

た
。
建
物
と
建
物
の
間
に
張
ら
れ
た
ロ
ー

プ
を
渡
る
訓
練
の
と
き
は
、
真
ん
中
を
過

ぎ
た
あ
た
り
か
ら
思
う
よ
う
に
前
に
進
め

ず
、
す
ご
く
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
で
も
普

段
は
で
き
な
い
放
水
体
験
も
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

消
防
署
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
楽
し
く
て

優
し
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
訓
練
中

は
い
つ
も
真
剣
で
、
こ
う
い
う
姿
が
み
ん

な
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

僕
は
将
来
野
球
選
手
に
な
り
た
い
で

す
。
で
も
、
普
通
に
野
球
選
手
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
練
習
を
頑
張
っ
て
、
チ
ー

ム
や
お
客
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な

野
球
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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①

②

③④⑤

⑥⑦⑧

⑨⑩学　校　名 実　施　日 受け入れ
事業所数

桜が丘中学校 9月 7日～ 9月 9日 54

高 陽 中 学 校 9月14日～ 9月16日 41

赤 坂 中 学 校 10月18日～10月21日 20

磐 梨 中 学 校 11月15日～11月17日 12

吉 井 中 学 校 11月16日～11月18日 11

特集／多くの人に喜びを与えられるような大人に。

多
く
の
人
に
喜
び
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
人
に
。

岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
14

　

岡
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
14

は
、
県
下
の
中
学
校
で
、
２
年
生

を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
職
場

体
験
学
習
で
す
。
中
学
生
が
地
域

で
の
職
場
体
験
活
動
を
と
お
し

て
、
と
も
に
生
き
る
心
や
感
謝
の

心
を
は
ぐ
く
み
、
自
律
性
を
高
め

る
な
ど
「
生
き
る
力
」
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①図書館で本の貸し出しを行う生徒 ②ガソリンス
タンドで洗車作業。水しぶきがすごい。 ③なかな
か手ごわいソフトクリーム。コツはつかめたかな。
④巧みなハンドルさばきで農機を操る生徒 ⑤小学
校では年齢の近い中学生が大人気 ⑥おいしそうな
せんべいの袋詰め作業 ⑦美容院ではパーマをあて
る手伝いに真剣なまなざしの生徒⑧ドイツの森の
中にある動物小屋の清掃をする生徒 ⑨レストラン
で手際よく食器を片付ける生徒に事業所の人も大
助かり ⑩英国庭園のテントの片付け。力仕事も何
のその。

ま
た
、
地
域
で
未
来
を
担
う
子
ど

も
を
守
り
育
て
る
こ
と
も
目
的
の

一
つ
で
す
。
平
成
23
年
の
赤
磐
市

内
で
は
、
全
５
校
の
中
学
２
年
生

４
３
９
人
が
体
験
学
習
に
参
加
。

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所

で
、
慣
れ
な
い
環
境
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
自
分
の
仕
事

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
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確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
を
し
て
い
る
人

②
不
動
産
収
入
が
あ
る
人

③
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

④
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
人

⑤
給
与
所
得
と
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑥
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
人

⑦
公
的
年
金
等
収
入
以
外
に
他
の

所
得
が
あ
る
人
※

⑧
公
的
年
金
等
収
入
だ
け
で
公
的
年

金
等
に
関
す
る
所
得
の
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
※

必
要
資
料
を
添
付
し
て
、
確
定
申

告
書
は
瀬
戸
税
務
署
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

平
成
23
年
分
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
人

　

平
成
23
年
中
に
住
宅
の
新
築
や

購
入
・
増
改
築
な
ど
を
行
っ
た
人

で
、一
定
の
要
件（
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
要
件
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）
を
満
た
し
て
い
る

人
は
、
還
付
（
返
金
）
を
受
け
る

た
め
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
で
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
な
ど
は
収
支
計
算

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
な
ど
の

事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
・
山
林

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
の

総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容

を
記
載
し
た
「
収
支
内
訳
書
」
を

申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
前
記
の
所
得
な
ど
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
等
収
入
が
４
０
０
万
円
ま

で
で
、
他
に
20
万
円
以
下
の
所
得
し

か
な
い
人
は
申
告
は
不
要
で
す
。
た

だ
し
還
付
（
返
金
）
を
受
け
る
た
め

の
申
告
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

申
告
は
自
書
申
告
で

　

申
告
書
は
自
分
で
作
成
し
て
提

出
す
る
『
自
書
申
告
』
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
普
段
か

ら
ご
利
用
の
人
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nta.
go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」が
便
利
で
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
申
告
書
が
作

成
で
き
た
人
は
、
本
庁
の
申
告
会

場
の
受
け
付
け
に
あ
る
「
申
告
書

収
受
ポ
ス
ト
」
に
投
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
告
書
は
郵
送
で
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
申
告
書
に
記
入

し
、
所
得
や
控
除
の
証
明
と
な
る

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

所得税
確 定 申 告

瀬戸税務署
岡山市東区瀬戸町瀬戸 70

☎ 086-952-1155

申告が必要かどうか、まずは確認！
今年1月1日現在

赤磐市に住んでいる

平成23年中に
収入があった

はい いいえ

赤磐市に市県民税の申告を
する必要はありません
　今年 1 月 1 日に住んでいた市
区町村へ相談してください。

市県民税の申告が必要な
場合があります
　詳しくは 9 ページ「国民健康保
険税などの申告について」をご覧
ください。平成23年にサラリー

マンかパートだった

年金をもらっている

④所得税の確定申告をしてください

市県民税の申告が必要です
　ただし年金収入が 400 万円を
超えている、または 20 万円を超
える所得がある場合は、所得税の
確定申告をしてください。

サラリーマン・パートの人にお尋ねします

平成23年分の給与の
年末調整が済んでいる

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

給与を２カ所以上から
もらっている

勤務先から赤磐市へ
「給与支払報告書」が

提出されている

市県民税の申告をする
必要はありません

所得税の確定申告を
してください
　所得税の確定申告をす
れば、市県民税の申告は
不要です。

市県民税の申告が
必要です
　ただし、給与以外の年
間所得が 20 万円を超え
る人は所得税の確定申告
をしてください。

所得税の確定申告を
してください
　所得税の確定申告をす
れば、市県民税の申告は
不要です。

市県民税の申告が
必要です

　ただし上記の「確定申告が必要な人」に当て
はまらない人は市県民税の申告が必要です。
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一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
世
帯
主
や
国
保
加
入
者

に
未
申
告
の
人
が
い
た
場
合
に

は
、
軽
減
の
判
定
が
で
き
な
い
た

め
、
減
額
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
を
し

な
い
と
年
金
受
給
、
保
育
園
入
所

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
や
所
得
証
明

書
等
の
発
行
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

所
得
の
な
い
人
も
「
所
得
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
の
配
布

　

赤
磐
市
は
２
月
上
旬
に
、
昨
年

市
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人
な
ど

へ
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

市
県
民
税
の
申
告
は
、
今
年
１

月
１
日
に
赤
磐
市
に
住
ん
で
い
る

人
が
対
象
で
す
。
８
㌻
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月

15
日
㈭
（
土
・
日
を
除
く
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
）
に
受
け
付
け

ま
す
。
各
会
場
の
受
付
日
時
は
10

㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

市県民税
申 告

赤磐市税務課
赤磐市下市 344
☎ 955-0951

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

か
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
い
る
世
帯

に
属
す
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険

税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
の
た
め
、
所

得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
収
入

が
公
的
年
金
だ
け
の
高
齢
者
な
ど

で
、
便
宜
上
申
告
の
代
わ
り
に
、

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
市
へ
送

付
さ
れ
る
年
金
資
料
を
も
と
に
課

税
さ
れ
る
場
合
を
除
き
ま
す
）。 

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
が

◯印鑑（スタンプ式は不可）
◯申告書が送られている人はその申告書
◯給与、雑所得（公的年金や個人掛けの定期年金など）、

一時所得（生命保険や損害保険の満期など）、配当所
得などがある人は、源泉徴収票や支払調書の原本（コ
ピー不可）

◯社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・後
期高齢者医療保険料・任意継続の社会保険料・介護
保険料などの領収書か、支払った金額の分かるもの。
また、国民年金保険料については、保険料を支払っ
たことを証明する書類（日本年金機構から事前に送
付される「国民年金保険料控除証明書」 または、保
険料の領収証書）

◯生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、支
払保険料の証明書

◯医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
保険などで補てんされた金額があればその明細書、
寝たきりの人などのおむつ使用証明書など （支払っ
た医療費や補てん額については、必ず事前に計算し
てください）

◯障害者控除を受ける人は、身体障害者手帳や療育手
帳など

◯寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証など
◯「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿謄本、

売買契約書の写し、住民票の写し、増改築等工事証
明書、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明
書など

◇税の還付を受ける人は、申告する本人の預金口座の
分かるもの

申告に必要なもの

申告会場へ出かける前に

医療費控除額の計算
●総所得金額等が 200 万円以上の人
　医療費控除額 ＝１年間に支払った医療費 － 保険金な

どで補てんされる金額 － 10 万円

●総所得金額等が 200 万円未満の人
　医療費控除額 ＝１年間に支払った医療費 － 保険金な

どで補てんされる金額 －（総所得金額等×５㌫）

　次の項目に該当する確定申告は瀬戸税務署で申告を
行ってください。市役所税務課や支所などの会場では
相談を受けられません。注意してください。

土地建物・株式などの譲渡所得、先物取引による
所得、営業所得、不動産所得、住宅借入金等特別
控除、青色申告、そのほか瀬戸税務署から別に案
内のあったもの

　申告期間中は会場が大変込み合います。待ち時間短
縮のため、次のことに協力してください。

◇収支内訳書は事前に記
入する

◇医療費控除の申告は、
医療費と高額療養費や
入院給付金などで補て
んされた金額を事前に
集計しておく
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 ■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　場
2/16 ㈭ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（２階大会議室）

17 ㈮ 和田・穂崎
20 ㈪ 長尾・立川
21 ㈫ 河本・下市
22 ㈬ 熊崎・南方・斎富
23 ㈭ 沼田・中島
24 ㈮ 日古木・二井・高屋
27 ㈪ 上市・正崎・五日市
28 ㈫ 尾谷・津崎・神田
29 ㈬ 鴨前・西中・斗有

3/ 1 ㈭ 下仁保・上仁保
2 ㈮ 山陽１・２丁目
5 ㈪ 山陽３・４丁目
6 ㈫ 山陽５・６・７丁目
7 ㈬ 山陽団地全域
8 ㈭ 山陽全地区
9 ㈮ 山陽全地区

12 ㈪ 山陽全地区
13 ㈫ 山陽全地区
14 ㈬ 山陽全地区
15 ㈭ 山陽全地区

 ■ 熊山会場
月　日 対象地区 会　場
2/16 ㈭ 沢原・佐古 熊山保健福祉

総合センター17 ㈮ 殿谷・岡・酌田
20 ㈪ 円光寺・吉原

くまやまふれあい
センター

21 ㈫ 河田原・釣井・徳富
22 ㈬ 小瀬木・松木・勢力
23 ㈭ 千躰・奥吉原
24 ㈮ 小野田・豊田全域
27 ㈪ 小野田・豊田全域
28 ㈫ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

29 ㈬ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
3/ 1 ㈭ 桜が丘東１・２丁目

2 ㈮ 桜が丘東３・４丁目
5 ㈪ 桜が丘東５・６丁目
6 ㈫ 可真・桜が丘東全域
7 ㈬ 桜が丘西１･２丁目
8 ㈭ 桜が丘西３・４・５丁目
9 ㈮ 桜が丘西６・７丁目

12 ㈪ 桜が丘西８・９・10丁目
13 ㈫ 桜が丘西全域
14 ㈬ 熊山・桜が丘全地区
15 ㈭ 熊山・桜が丘全地区

 ■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　場
2/16 ㈭ 出屋･小原･奥小原･小原上

笹岡公民館17 ㈮ 坂辺・下分
20 ㈪ 惣分･大屋･大屋下･山手
21 ㈫ 町苅田

赤坂支所
（２階大会議室）

22 ㈬ 大苅田
23 ㈭ 東窪田
24 ㈮ 西窪田
27 ㈪ 由津里
28 ㈫ 山口
29 ㈬ 西軽部

3/ 1 ㈭ 東軽部
2 ㈮ 南佐古田･北佐古田･今井
5 ㈪ 多賀
6 ㈫ 赤坂全地区
7 ㈬ 赤坂全地区
8 ㈭ 赤坂全地区
9 ㈮ 赤坂全地区

12 ㈪ 赤坂全地区
13 ㈫ 赤坂全地区
14 ㈬ 赤坂全地区
15 ㈭ 赤坂全地区

 ■ 吉井会場
月　日 対象地区 会　場
2/16 ㈭ 塩木・平山

仁美農村
振興センター

17 ㈮ 仁堀東
20 ㈪ 仁堀中
21 ㈫ 仁堀西
22 ㈬ 戸津野・中勢実
23 ㈭ 小鎌中･小鎌上･西勢実
24 ㈮ 合田･中畑･石上･小鎌下･広戸
27 ㈪ 仁軒屋･石･八島田･暮田

吉井支所
（２階会議室）

28 ㈫ 稲蒔･高田･光木
29 ㈬ 黒本

3/ 1 ㈭ 黒沢
2 ㈮ 滝山・中山
5 ㈪ 是里全域
6 ㈫ 河原屋・草生
7 ㈬ 周匝（中之町）
8 ㈭ 周匝（下之町）
9 ㈮ 周匝（中之町･下之町以外）

12 ㈪ 中村
13 ㈫ 福田
14 ㈬ 吉井全地区
15 ㈭ 吉井全地区

《申告相談受付時間》午前 9 時～午後 4 時

申 告 相 談 日 程 表
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 午前10時～午後6時
　（中央図書館のみ木曜日は

午後8時まで開館）
★図書館休館日
　毎週月曜日
　館内整理日（12月を除く毎

月最終金曜日）
　年末年始（12/28～1/4）
　特別整理期間（今年度は

2/20～2/24）
★はじめて本をかりる時はカ

ウンターで「利用者カード」
を作ってください。

　免許証、健康保険証、生徒手
帳など住所、氏名が確認で
きるものをお持ちください。

※市内に在勤・在学の人は勤務
先・通学先のわかるものが必要
です。

※小学生以下は、保護者が申請し
てください。

利用案内
2月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

★電話のかけ間違いが多
発しています。番号をお
確かめになって、おかけ
ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

ハードカバー版 大活字本

活字の比較：通常の本（左）と大活字本（右）

●一般書
『奪われた古代の宝をめぐる争い』
　シャロン・ワックスマン／著
　櫻井　英里子／訳
　PHP 研究所／出版

『言葉ひとつで子どもは変わる！』
　安永　智美／著
　PHP 研究所／出版

『マネして書くだけ確定申告
　　　平成 24 年 3 月締切分』
　山本　宏／監修
　技術評論社／出版

『身近なハーブ・野菜で
　からだ美人になる自然派レシピ』
　小林　妙子・村上　志緒／監修
　家の光協会／出版

●児童書
『森がささやいている』
　池田　まき子／作
　岩崎書店／出版

『メイはなんにもこわくない』
　きむら　ゆういち／作
　あべ　弘士／絵
　講談社／出版

『ツチノコ温泉へようこそ』
　中山　聖子／作
　福音館書店／出版

『日本語を味わう名詩入門⑧ 高村光太郎』
　高村　光太郎／著
　萩原　昌好／編
　田中　清代／画
　あすなろ書房／出版

おすすめの1冊紹介

■日　時／ 2 月 18 ㈯ 午後 2 時～
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■申し込み／不要　　■参加費／無料
■内　容／『ホーム・スイートホーム』
　（日本語字幕付き・110 分）
　　元オペラ歌手の山下宏は痴呆症。どこで

も力の限り歌い、徘
はいかい

徊する毎日。息子一家の
苦悩と軋

あつれき

轢は限界に達し、ついにある決心
をする。それはグループホームへの置き去
りだった。市民による、市民手作りの映画。

きらり☆しあたー :おとな版

■今月のテーマ
　「冬の星座のはなし～星座のみつけ方」
　　空が澄んでいる冬は，星も美しく見え

る季節です。年間を通して冬の星空が、明
るい星が一番多く華やかです。冬の星座
の代表「オリオン座」をはじめ、かんた
んな星座のみつけ方を学びましょう。

■日　時／ 2 月 25 ㈯ 午後 2 時〜 3 時
■場　所／中央図書館 多目的ホール
■対　象／小学生～一般
■講　師／辰巳　直人さん（竜天天文台・指導員）
■申し込み／不要　　■参加費／無料

やさしい天体観察講座

「見上げてみよう星空を」 　2 月 20 日㈪から 2 月 24 日㈮まで、市内
4図書館は蔵書点検のため休館します。利用
者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、
ご了承ください。
◦本の返却は返却ポストをご利用ください
（赤磐市立図書館以外の図書館で借りた
本は入れないでください。紙芝居、大型
絵本や、CD・DVD・ビデオなど視聴覚資
料は開館後カウンターへお願いします）。

◦インターネット予約は休館中も利用可能
ですが、予約受付や連絡は２月 25 日㈯以
降になります（休館中は資料情報、貸出
状況のデータ更新は行いませんのでご注
意ください）。

蔵書点検休館のお知らせ

　「読書は好きだけど小さな活字が見えに
くいので…」と、あきらめている人はいま
せんか。図書館ではそういう人のために活
字の大きな本をそろえています。現在、市
の図書館には、小説、随筆など約 1,300 冊
の大活字本があります。目が疲れにくいと、
高齢の人などに喜ばれています。一度手に
とってご覧ください。
　なお、中央図書館には拡大読書機も備え
ていますので、お気軽にカウンターまでお
申し付けください。

大活字本をご存じですか？
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あの名曲も、この名曲も編曲の魔術師・南出

（NANDE）さんの手にかかると…お楽しみに♪
■日　時／ 3 月 4 日㈰　午後 2 時～ 4 時
　　　　　（開場：午後 1 時 30 分）
■場　所／中央公民館
■出　演／佐份利恭子（ヴァイオリン）、三宅　恵
（ヴァイオリン）、佐份利祐子（ヴィオラ）、渡辺
　雅弦（チェロ）、南出　信一（コントラバス）

■入場料／大人 1,000 円（全席自由）
　　　　　中学生以下 500 円（全席自由）
※チケットは、下記公民館などで 2 月 6 日㈪から発売
　中央公民館・赤坂公民館・熊山公民館・吉井公民館

★パソコン講座（講座で使用するのはすべて Vista です）
　〔各コース共通〕

■申込期間／２月６日㈪～（定員になり次第締め切ります）
※すべて窓口で受講料を添えてお申し込みください。電話での仮押さ

えなどはできません。また、申し込み後の時間変更はできません。
■対　象／一般　　■定　員／ 10 人
■受講料／ 1,000 円（別途テキスト代実費）

◎「今さら聞けない !? パソコンの基礎操作復習講座」
　「パソコンの基本的な操作方法をもう一度知りたい」
という人や「恥ずかしくてパソコンの使い方を誰にも聞
けない」というあなた。ぜひこの機会にパソコンの基礎
をマスターしませんか？

■日　時／ 2 月 19 日㈰　午前９時～正午

◎「今さら聞けない !? ワード基礎復習講座」
　「ワードの基本的な操作方法をもう一度知りたい」と
いう人や「忘れてしまって恥ずかしくて使い方を誰にも
きけない」というあなた。ぜひこの機会にワードの基礎
をマスターしませんか？

■日　時／ 2 月 26 日㈰　午前９時～正午

◎「今さら聞けない !? エクセル基礎復習講座」
　「エクセルの基本的な操作方法をもう一度知りたい」
という人や「忘れてしまって計算式の使い方を誰にもき
けない」というあなた。ぜひこの機会にエクセルの基礎
をマスターしませんか？

■日　時／ 2 月 26 日㈰　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分

◎「もっと使ってみよう！年賀状作成ソフト筆まめ活用講座」
　年賀状作成でちょっと使ったソフトをもっと活用して、
宛名ラベルや名刺、写真を編集して楽しんでみませんか？

■日　時／ 2 月 19 日㈰　午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分

★だれでも使える！スマートフォン体験講座
　スマートフォンって何？　今までの携帯電話とどこ
が違ってどんなことができるの？　タブレット端末っ
てなに？　そんな皆さんの疑問にお答えします。実際に
スマートフォンを触って体験してみませんか？

■日　時／ 2 月 18 日㈯　午前９時～正午
■講　師／ docomo 店舗スタッフ（仮）
■対　象／一般　　■定　員／ 15 人（先着順）
■受講料／ 500 円
■講座内容
　⃝フィーチャーホンとスマートフォンの違い
　⃝スマートフォンでできることの紹介
　⃝操作体験
　⃝タブレットの操作体験など

★山陽公民館まつり
　山陽公民館グループの作品発表・舞台発表に日ごろの
学習成果を発表します。皆さんお誘い合わせの上ぜひお
越しください。

■日　時
⃝ 3 月 3 日㈯　午前 10 時～午後 4 時
　展示発表・出店
⃝ 3 月 4 日㈰　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　展示発表・舞台発表・出店・茶席

■場　所／山陽公民館（山陽団地郵便局裏）

★第 19 回ブルーシャトー ハートロック in コンサート「弦楽四重奏」
■日　時／ 2 月 4 日㈯　午後 2 時～ 3 時
■出　演／赤磐弦楽愛奏会
■入　場／無料　　■対　象／一般

　■定　員／ 100 人　　■申し込み／不要

★ドキドキ講座「自然観察会」
　自然大好き人間集まれ！ 市内に生息する鳥について
観察してみよう。

■日　時／ 2 月 18 日㈯　午前 9 時〜 11 時
■場　所／城山公園周辺（赤磐市周匝）※雨天中止
■集合場所／吉井支所駐車場
■内　容／里山の鳥観察
■定  員／ 30 人　　■参加費／無料
■申込期間／ 2 月 6 日㈪〜開催日前日

★イキイキ講座「初心者向けカメラの使い方教室」
　カメラの使い方・上手な撮影の仕方などを説明しま
す。英国庭園内を散策しながら撮影してみよう。

問 熊山公民館（松木623 ☎995-1360）

熊山公民館主催講座

問中央公民館（下市337 ☎９５５-００６９）

中央公民館主催講座

問 山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）

山陽公民館主催講座

第9回赤磐市音楽祭
〜花開く春の音を聴く弦楽五重奏コンサート〜
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■対　象／一般　　■参加費／無料
■申し込み／不要

★昔ながらの手作り豆腐教室
　国産大豆と天然にがりにこだわって、大豆の甘さを生
かした手作り豆腐の体験をしてみませんか。

■日　時／ 2 月 29 日㈬　午前 10 時～午後 1 時
■講　師／管理栄養士　小川　泰子
■定  員／ 15 人　　■参加費／ 500 円
■申込開始日／ 2 月 1 日㈬

★出前講座「米粉麺
めん

料理教室」
　赤磐商工会が推奨する、赤磐産米粉麺を使った料理教
室をします。赤磐の新しい味覚、米粉麺を味わってみま
せんか。

■日　時／ 2 月 9 日㈭　午前 9 時 30 分～午後 12 時 30 分
■場　所／仁美農村振興センター調理室
■講　師／商工会女性部　　■定  員／ 20 人
■対　象／一般　　■参加費／ 500 円（材料費）
■申込開始日／ 2 月 1 日㈬

★公民館グループ登録説明会
　「公民館グループ」とは公民館で定期的な学習活動を
実施するグループです。
　平成 24 年度の公民館グループ登録説明会を下記の
日程で開催します。これからグループで始めてみようと
いう人、ぜひご参加ください。現在登録を受けているグ
ループも、グループとしての登録が必要です（登録の継
続はできません）のでご参加ください。
★登録できる公民館グループとは

⃝代表者が市内在住者で、グループの半数以上の会
員が市内在住・在勤・在学者であり、10 人以上の
実動できるグループをいいます。

⃝年間を通じて定期的に活動できることが必要です。
★各公民館の説明会日程

⃝中央公民館　☎ 955-0069
　　2 月 10 日㈮　午前 10 時～正午
⃝高月公民館　☎ 086-229-9777
　　2 月 4 日㈯　午後 1 時 30 分～ 3 時
⃝西山公民館　☎ 955-0777
　　2 月 4 日㈯　午後 3 時～ 4 時 30 分
⃝山陽公民館　☎ 955-9777
　　2 月 17 日㈮　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
⃝熊山公民館　☎ 995-1360
　　2 月 1 日㈬　午前 10 時～ 11 時 30 分
⃝赤坂公民館　☎ 957-2211
　　2 月 9 日㈭　午後 1 時 30 分～ 3 時
⃝吉井公民館　☎ 954-1379
　　2 月 16 日㈭　午後１時３０分～３時

■日　時／ 3 月 11 日㈰　午前 10 時～正午
■場　所／熊山英国庭園
■講　師／熊山公民館グループ「熊山写真クラブ」
■対　象／一般　　■定  員／ 15 人（先着順）
■参加費／ 500 円
■持ち物／お持ちのカメラ（デジタルカメラ・フィルムカメラ）

　■申し込み／ 2 月 1 日㈬～

★高齢者学級「健康教室」
　健康で安全に生活するための秘けつを学び、はつらつ
と元気に過ごしましょう。

■日　時／ 3 月 8 日㈭　午前 10 時～ 11 時 30 分
■場　所／熊山ふれあいセンター
■講　師／日本赤十字社　江里　美代子
■対　象／一般　　■参加費／無料
■申込開始日／ 2 月 6 日㈪〜開催日前日
■共　催／老人クラブ（熊山支部）

★たんぽぽの会
　1 歳以上の保育園・幼稚園入園前の子どもと保護者の
交流の場です。みんなで楽しく遊び、学びましょう。

■日時・内容
⃝ 2 月 8 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　リトミック ほか
⃝ 2 月 22 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　リトミック・おひなさま作り

※毎月第 2・4 水曜日（祝祭日は休み）に開催
■場　所／赤坂健康管理センター「多目的ホール」
■講　師／杉山　順子、大坂　叔司子
■参加費／ 無料

★老後の財産管理　相続について
　司法書士が普段の業務で培った知識や経験をわかり
やすくお話しします。

■日　時／ 2 月 22 日㈬　午後 2 時～ 3 時 30 分
■講　師／司法書士　戸川　和正
■対　象／一般　　■参加費／無料
■申し込み／不要

★健康いきいき講座「きこえと補聴器」
　最近、聞こえにくいと感じたことはありませんか？聴
覚のしくみ、「音が聞こえる」と「ことばが聴こえる」
の違い、補聴器の適応と選び方についてお話します。

■日　時／ 3 月 16 日㈮　午後 2 時～ 3 時 30 分
■講　師／川崎医療福祉大学 講師　川上　紀子

問 赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）

赤坂公民館主催講座

問 吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）

吉井公民館主催講座

問 各公民館

グループ活動を始めてみませんか？

広報あかいわ（平成24年2月号）13



市 政 ト ピ ッ ク ス

母子自立支援員募集

　ひとり親家庭を対象にした就労や児童養育などに関
する相談・指導・援助を行う非常勤の職員を募集します。
■応募資格　昭和 27 年 4 月 2 日以降に生まれた心身

ともに健康で、児童福祉・社会福祉に関する業務に従
事した経験があり、運転免許を持っている人

■採用予定日　4 月 1 日
■採用予定人数　１人
■月　給　166,500 円（月曜日～金曜日の午前 9 時～

午後 5 時、週 4 日）
■応募方法　2 月 14 日㈫まで（土曜日・日曜日を除く）

に市販の履歴書（顔写真付）に資格を証明する書類と、
応募動機について 400 字詰め原稿 1 枚以内を添えて
社会福祉課へ提出

■問い合わせ先
　◦社会福祉課子育て支援係　☎ 955-1115

証明用自動交付機休止のお知らせ

　2 月 25 日㈯・26 日㈰はネットワーク回線更新作業
のため、自動交付機は終日使用できません。ご迷惑をお
かけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
　なお、自動交付機は本庁正面玄関横に設置していま
す。
■問い合わせ先
　◦企画課情報政策係　☎ 955-2694
　◦市 民 課 市 民 係　☎ 955-1112
　◦税 務 課 収 税 係　☎ 955-0950

原動機付自転車・軽自動車などの
手続きはお済みですか？

　軽自動車税は毎年 4 月 1 日現在の所有者に課税され、
その課税地は軽自動車などを常時置いている市町村と
なっています（乗用型農業用機械も税の対象になりま
す）。
　次の事項に該当される場合は、3 月 31 日までに変更
などの手続きを行ってください。

◦所有者・車両とも赤磐市から転出している場合 → 
新住所地へ登録変更

◦他人に譲渡したが、名義変更の手続きができていな
い場合 → 新所有者へ名義変更

◦死亡した人の名義のままになっている場合 → 新所
有者へ名義変更または廃車申告

◦すでに使用していない場合 → 廃車申告
■問い合わせ先
　◦本庁税務課市民税係　☎ 955-0951
　◦赤坂支所市民生活課　☎ 957-2226
　◦熊山支所市民生活課　☎ 995-1214
　◦吉井支所市民生活課　☎ 954-1183

公立保育園再編に関する地域意見交換会

　公立保育園の再編について、地域や保護者の皆さんの
ご意見をお待ちしています。お気軽にお越しください。
■日時・場所
　◦赤坂地域／ 2 月 20 日㈪　午後 7 時～
　　　　　　　赤坂健康管理センター多目的ホール
　◦吉井地域／ 2 月 21 日㈫　午後 7 時～
　　　　　　　吉井会館 2 階多目的ホール
■問い合わせ先
　◦本庁社会福祉課　☎ 955-1115

赤磐市営住宅公募のご案内

■募集団地
　①団地名／仁堀（仁堀中 858 番地）
　　▶戸数／ 2 戸　　▶規格／ 3DK
　　▶家賃月額（入居時）／ 17,900 ～ 26,600 円
　②団地名／高浜（周匝 1152 番地）
　　▶戸数／ 1 戸　　▶規格／ 3DK
　　▶家賃月額（入居時）／ 12,100 ～ 18,000 円
■募集期間　2 月 1 日㈬～ 14 日㈫
■申込方法
　入居申し込みは本人または家族の人が吉井支所産業
建設課へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市建設課または各支所産

業建設課へお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み先
　◦吉井支所産業建設課　☎ 954-1366
■問い合わせ先
　◦本 庁 都 市 建 設 課　☎ 955-1485
　◦赤坂支所産業建設課　☎ 957-4824
　◦熊山支所産業建設課　☎ 995-1217

赤磐市民病院再編に関する市民説明会

　赤磐市民病院再編に関する概要について、広く市民の
皆さんに知ってもらうため、説明会を開催します。な
お、当日は岡山済生会総合病院名誉院長　糸島達也先生
をお迎えし、「地域医療の現状と課題（仮題）」について
の講演を行う予定です。座席数に限りがありますので、
あらかじめご了承ください。
■開催日時　２月 16 日㈭ 午後 7 時～ 8 時 30 分
■場　所　桜が丘いきいき交流センター大ホール
　　　　　（赤磐市桜が丘東 5-5-391）
■問い合わせ先
　◦本庁企画課　☎ 955-2692
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nformation

　平成 24 年 4 月から、市役所の業務時間
が変更となります。

≪変更前≫ 
午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分

⬇
≪変更後≫ 

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

※窓口での住民票などの各種証明発行も午
後 5 時 15 分までとなります。

※一部の施設については、業務時間が異な
る場合がありますので、直接ご確認くださ
い。

市役所の●業●務●時●間が
変わります！！

赤磐市障害者計画・障害福祉計画（素案）
パブリックコメント（意見募集）

　市では現在策定を進めている障害者計画・障害福祉計
画に市民の皆さんからの意見を反映するため、計画素案
に対するパブリックコメント（意見募集）を次のとおり
実施します。
■障害者計画とは
　障害者基本法第 11 条第 3 項の規定により作成するも
ので、障害者のための施策を総合的で計画的に推進して
いくために策定する基本的な計画です。
■障害福祉計画とは
　障害者自立支援法第 88 条の規定により作成するもの
で、障害福祉サービスなどの見込みなどを定める計画で
す。
■意見提出対象者　市内在住・在勤・在学の人
■計画の閲覧
　①市のホームページに掲載
　②窓口での閲覧
　　◦本庁社会福祉課社会福祉係　　　　　　　
　　◦各支所健康福祉課
■募集期間　2 月 3 日㈮～ 2 月 27 日㈪
■意見の提出方法
　指定の意見提出用紙（本庁社会福祉課・各支所健康福
祉課へ備え付けのもの）に住所・氏名・連絡先とこの計
画への意見を記入し、郵送・FAX・持参のどれかの方
法で提出してください（ホームページからも提出できま
す）。
※意見を提出するときは、次のことについてあらかじめ

ご了承ください。
◦電話による意見の提出には応じかねます。
◦意見に対する個別の回答はしません。　　
◦提出された意見は住所・氏名・連絡先を除きすべて

公開することがあります。
■問い合わせ・意見の提出先　　
　◦本庁社会福祉課
　　☎ 955-1115 ／ FAX 955-1118
　　〒 709-0898　赤磐市下市 344 番地

赤磐市暴力団排除条例の制定のお知らせ

　暴力団は、市民生活や社会経済活動に介入し、市民や
事業者などに多大な脅威を及ぼしています。市では、「岡
山県暴力団排除条例」が昨年 4 月 1 日に施行されたこと
を受け、市と県、警察が連携して暴力団の排除に積極的
に取り組むため「赤磐市暴力団排除条例」を制定し、施
行します（施行日 : 平成 24 年 4 月 1 日）。
■問い合わせ先
　◦総務課文書法制係　☎ 955-4782

受賞おめでとう！
「明るい家庭づくり」作文

　岡山県青少年育成県民会議主催の平成 23 年度「明
るい家庭づくり」作文に応募した、児童・生徒・保護者
の作文について審査が行われ、次の皆さんが入賞しまし
た。（順不同）
■優秀賞
　〈保護者〉
　　田中　 智津（山陽北幼稚園）
■優良賞
　　平松　　昇真（山陽東小３年）
　　原田　　海翔（山陽西小４年）
　　多々野　敦哉（山陽小６年）
　　森川　　高彰（桜が丘中３年）
　〈保護者〉
　　末平　　洋子（笹岡保育園）
　　壷阪　　万世（周匝保育園）
　　中原　　弥香（黒本保育園）
■佳　作
　　井原　　　黎（山陽小１年）
　　是松　　壱心（城南小２年）
　　長山　　大成（山陽東小５年）
　　秋山　　　晶（桜が丘中１年）
　　小倉　　和也（高陽中２年）
　〈保護者〉
　　髙栁　　啓子（周匝保育園）
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3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
■

施
設

紹
介

赤
磐
市
桜
が
丘
野
球
場

　
桜

が
丘

西
９

丁
目

の
桜

が
丘

運
動

公
園

に
あ

り
、中

堅
１２２

㍍・両
翼

９１
㍍

、内
野

黒
土・外

野
芝

生
、照

明
設

備
も

あ
り

ナ
イ

タ
ー

の
利

用
も

で
き

ま
す

。
◆

利
用

料
金（

１
時

間
あ

た
り

）
　

市
内

 １
,０００

円
／

市
外

 ２
,０００

円
◆

照
明

料
金（

１
時

間
あ

た
り

）
　

市
内

 ３
,０００

円
／

市
外

  ６
,０００

円
◆

利
用

時
間

…
８

時
～

２１
時

※
１２月

か
ら２月

の
間

は１７時
ま

で
の

た
め

、
　

ナ
イ

タ
ー

の
利

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

◆
休

業
日

…
１２

月
２９

日
～

１
月

３
日

　

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初

心
者

講
習

実
施

日
★

休館日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日
屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日
14:00～

16:00

18:30～
20:30

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
…

１１
月

か
ら３

月
は

お
休

み
し

ま
す

。
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
…

9月
の

日
曜・祝

日
の

開
放

は
、①

９：００
～

１１：００
 ②

１１：３０
～

１３：３０
 ③

１４：００
～

１６：００
の

３
回

で
す

。

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

赤
磐

市
民

病
院

 ☎
995-1251

石
原

医
院

 ☎
952-0162

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

(小
児

科
診

療
）

　
☎

955-6688
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
954-2032

うえ
お

か
内

科
医

院
 ☎

952-5665
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-8868

鈴
木

医
院

 ☎
952-0205

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）
㊡

市
内

図
書

館（
蔵

書
点

検
）

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）
㊡

市
内

図
書

館（
蔵

書
点

検
）

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）

㊩
吉

井
医

院
 ☎

955-5515
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
間

阪
内

科
 ☎

952-1717
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29

3/1
3/2

3/3



2
月

平
成

24年

Sunday ㊐
M

onday ⺼
T

uesday ㊋
W

ednesday 氺
T

hursday ㊍
Friday ㊎

Saturday 圡

★
2

月
の

保
険

料
を

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
◦

介
護

保
険

料
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
9

期

　
◦

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

…
…

…
…

…
…

…
8

期

2
月

29
日

ま
で

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
8・15･29日

も
開

催
〕

　
10：30～（

中
央

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
お

は
な

し
だ

い
す

き
☆

　
え

ほ
ん

と
い

っ
し

ょ
　〔

9･16日
、3月

1日
も

開
催

〕
　

11：00～（
吉

井
図

書
館

）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　
 （産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕・行
政

相
談

　
10:00～

12:00
　（

熊
山

支
所

2階
第

1会
議

室
）

●
土

器
づ

く
り

　
9：30～

12：00
　

 （
山

陽
郷

土
資

料
館

）
●

お
は

な
し

か
い

　〔
11・18・25日

、3月
3日

も
開

催
〕

　
10:30～（

中
央

図
書

館
）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔
11・25日

、3月
3日

も
開

催
〕

　
11：00～（

赤
坂

図
書

館
）

●
青

少
年

健
全

育
成

推
進

大
会

　
13：00～

16：00
　（

中
央

公
民

館
大

集
会

室
）

●
無

料
観

望
会

　
18:00～

21:00
　（

竜
天

天
文

台
公

園
）

●
お

は
な

し
か

い
　

14：00～
14：30

　（
中

央
図

書
館

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
１

歳
６

か
月

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

13:30～
15:30

　（
吉

井
会

館
2階

農
事

実
習

室
）

●
ち

い
さ

な
お

は
な

し
か

い
　

11：00～
12：00（

赤
坂

図
書

館
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕・行
政

相
談

　
13:00～

16:00
　（

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）
●

2歳
６

か
月

児
歯

科
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
犯

罪
ゼ

ロ
の

日
●

交
通

安
全

日
●

交
通

事
故・交

通
違

反
ゼ

ロ
の

日
●

育
児

相
談

　
受

付
時

間
9：45～

10：30
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
な

か
よ

し
タ

イ
ム

　
10：00～

12：00
　（

熊
山

図
書

館
）

●
３

歳
児

健
診

　
受

付
時

間
12：45～

13：15
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
年

金
相

談
　

10:00～
15:00

　（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）
●

な
や

み
ご

と〔
人

権
〕・行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
吉

井
会

館
農

事
実

習
室

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
乳

児
健

康
診

査・育
児

相
談

　
受

付
時

間
12:45～

13:15
　（

吉
井

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
土

器
焼

き
　

9：30～
12：00

　（
山

陽
郷

土
資

料
館

）
●

お
は

な
し

の
お

へ
や

　
11：00～

11:30
　（

熊
山

図
書

館
）

●
き

ら
り

☆
し

あ
た

ー：お
と

な
版

　
14：00～

(中
央

図
書

館
)

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
9：00～

17：00）（
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
） 

 
当

番
医

に
つ

い
て

は
1月

13日
現

在
の

も
の

で
す

。受
診

さ
れ

る
場

合
は

、あ
ら

か
じ

め
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。 

このページは外してご利用ください。

●
第15回朗読会「永瀬清子の詩の世界」

　
13:30～

16:00
　（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

民
話

の
寺

小
屋

　
～

子
ど

も
向

け
民

話
の

語
り

～
　

14：00～
14：30（

中
央

図
書

館
）

●
交

通
事

故・交
通

違
反

ゼ
ロ

の
日

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
食

生
活・歯

科
相

談
　

13:30～
14:30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
巡

回
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

10：00～
15：00

　（
赤

坂
支

所
別

館
2階

会
議

室
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕相
談・行

政
相

談
　

10：00～
15：00

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
母

親
学

級
　

受
付

9：15～
9：30

　（
赤

坂
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー
内

）

●
交

通
安

全
日

●
お

は
な

し
会

　
11：00～（

吉
井

図
書

館
）

●
や

さ
し

い
天

体
観

察
講

座
　

14:00～
15:00

　（
中

央
図

書
館

）
●

お
笑

い
赤

坂
亭

定
例

寄
席

　
19:00～

20:00
　（

お
笑

い
赤

坂
亭

）

●
定

期
救

急
講

習
　

9:00～
12:00

　（
赤

磐
市

消
防

署
東

出
張

所
会

議
室

）
●

赤
磐

市
生

活（
く

ら
し

）を
考

え
る

　
消

費
者

の
つ

ど
い

　
10：30～

15：00
　

 （中
央

公
民

館
大

集
会

室
他

）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
消

費
生

活
相

談
　

10:00～
16:00

　（
本

庁
2階

消
費

生
活

相
談

室
）

●
無

料
法

律
相

談〔
要

予
約

〕
　

13：00～
16：00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
な

や
み

ご
と〔

人
権

〕相
談・行

政
相

談
　

10：00～
12：00

　（
熊

山
支

所
2階

第
1会

議
室

）

2
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
■

施
設

紹
介

赤
磐
市
桜
が
丘
野
球
場

　
桜

が
丘

西
９

丁
目

の
桜

が
丘

運
動

公
園

に
あ

り
、中

堅
１２２

㍍・両
翼

９１
㍍

、内
野

黒
土・外

野
芝

生
、照

明
設

備
も

あ
り

ナ
イ

タ
ー

の
利

用
も

で
き

ま
す

。
◆

利
用

料
金（

１
時

間
あ

た
り

）
　

市
内

 １
,０００

円
／

市
外

 ２
,０００

円
◆

照
明

料
金（

１
時

間
あ

た
り

）
　

市
内

 ３
,０００

円
／

市
外

  ６
,０００

円
◆

利
用

時
間

…
８

時
～

２１
時

※
１２月

か
ら２月

の
間

は１７時
ま

で
の

た
め

、
　

ナ
イ

タ
ー

の
利

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

◆
休

業
日

…
１２

月
２９

日
～

１
月

３
日

　

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

山陽ふれあい公園

トレーニングルーム
初

心
者

講
習

実
施

日
★

休館日

★
★

休館日

★
休館日

★
★

休館日
屋内プール

10:00～
12:00

○
○

○
○

○
○

○
○

14:00～
16:00

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
●

○
○

○
○

○
18:30～

20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
吉井Ｂ＆Ｇ

海洋センター

10:00～
12:00

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日
14:00～

16:00

18:30～
20:30

開
園

時
間

利
用

料
金

■
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園（
☎

955-4432）
〈

開
園

時
間

〉
　

9:00～
21:00（

日
曜

日・祝
日

は
17：00ま

で
）

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
は

、開
園

時
間

内
で

い
つ

で
も

利
用

で
き

ま
す

。
〈

利
用

料
金

〉
　

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

400円
／

中
学

生
以

下
…

200円
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
300円

　
◦

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

初
心

者
講

習
修

了
者

に
限

り
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
　

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。受

講
料

400円
／

再
受

講
料

300円
。日

曜
日

14：00～
、金

曜
日

18:30～

■
吉

井
B&G

海
洋

セ
ン

タ
ー（

☎
954-2323）

〈
開

園
時

間
〉

　
9:00～

21:00（
日

曜
日・祝

日
は

17：00ま
で

）
　

※
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

は
、開

園
時

間
内

で
い

つ
で

も
利

用
で

き
ま

す
。

〈
利

用
料

金
〉

　
◦

プ
ー

ル
…

１１
月

か
ら３

月
は

お
休

み
し

ま
す

。
　

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
100円

　
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

生
以

上
で

す
。

○
屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
●

屋
内

プ
ー

ル
一

般
開

放・水
中

健
康

教
室

　
★

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
初

心
者

講
習

※
…

9月
の

日
曜・祝

日
の

開
放

は
、①

９：００
～

１１：００
 ②

１１：３０
～

１３：３０
 ③

１４：００
～

１６：００
の

３
回

で
す

。

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
ふ

よ
う

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
955-7110

㊩
道

満
医

院
 ☎

957-2111
近

藤
内

科
 ☎

953-1610
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

955-5311
㊩

赤
磐

市
民

病
院

 ☎
995-1251

石
原

医
院

 ☎
952-0162

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院

(小
児

科
診

療
）

　
☎

955-6688
㊩

佐
伯

北
診

療
所

 ☎
954-2032

うえ
お

か
内

科
医

院
 ☎

952-5665
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
955-8868

鈴
木

医
院

 ☎
952-0205

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）
㊡

市
内

図
書

館（
蔵

書
点

検
）

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）
㊡

市
内

図
書

館（
蔵

書
点

検
）

㊡
市

内
図

書
館（

蔵
書

点
検

）

㊩
吉

井
医

院
 ☎

955-5515
㊩

さ
く

ら
整

形
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
☎

995-9720
間

阪
内

科
 ☎

952-1717
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29

3/1
3/2

3/3



情報ボックス内でお知らせす
る市役所関係の電話番号は下
記のとおりです。

◎電話番号一覧
〔本庁代表〕☎955-1111
◦秘書課
　☎955-4770
◦企画課
　☎955-2692
◦市民課国保年金係
　☎955-1113
◦協働推進室
　☎955-4783
◦健康増進課　　　　　
　☎955-1117
◦社会福祉課子育て支援係
　☎955-1115
◦農林課
　☎955-6174
◦商工観光課
　☎955-6175
〔赤坂支所代表〕☎957-2222
◦健康福祉課
　☎957-4822
〔熊山支所代表〕☎995-1211
◦健康福祉課
　☎995-1293
〔吉井支所代表〕☎954-1111
◦健康福祉課
　☎954-1374
◦産業建設課
　☎954-1319
◦竜天天文台
　☎958-2321
〔教育委員会〕
◦社会教育課
　☎955-0710
◦中央図書館
　☎955-0076
◦熊山図書館
　☎995-1273
◦教育委員会熊山分室
　☎995-1360
〔消防本部〕☎955-2244
◦警防課救急係
　☎955-2254

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）
。

日　

時　

２
月
26
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
署

　

東
出
張
所
会
議
室

受
講
人
数　

10
人
程
度

申
込
期
限　

２
月
17
日
㈮

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

○
赤
磐
市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

赤
磐
市
観
光
協
会
で
は
、
観

光
と
産
業
経
済
の
振
興
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
伝
統
行

事
の
推
進
や
新
た
な
観
光
資
源

の
発
掘
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
磐
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
多

く
の
人
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め

に
、
観
光
協
会
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
会
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
多
く
の
人
の

ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会　

員

○
通
常
会
員
／
商
工
観
光
に
関

連
が
あ
る
事
業
者
と
団
体

○
個
人
会
員
／
商
工
観
光
に
関

連
が
あ
る
個
人
と
協
会
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
個
人

会　

費

　

通
常
会
員
、
個
人
会
員
と
も

に
年
額
１
０
０
０
円
以
上

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
赤
磐
市
観
光
協
会
事
務
局　

　

（
本
庁
商
工
観
光
課
内
）

　

全
国
子
ど
も
会
安
全
会
と
は
、

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
が
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

「
子
ど
も
会
活
動
中
」
の
事

故
で
生
じ
た
負
傷
・
疾
病
・
後

遺
障
害
・
死
亡
・
賠
償
責
任
を

補
償
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
分
の
加
入
に
つ

い
て
募
集
し
ま
す
の
で
、
必
要

書
類
に
会
費
を
添
え
て
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

加
入
対
象　

子
ど
も
会

会　

費　

１
人
あ
た
り
年
額　

２
１
０
円
（
予
定
）

申
し
込
み
期
限

　

３
月
21
日
㈬
（
以
後
は
随
時
、

加
入
受
付
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

ト
ル
コ
の
家
庭
料
理
を
通
じ
た

交
流
を
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
15
分

場　

所　

中
央
公
民
館
１
階

　

調
理
研
修
室

講　

師　

タ
ン　

敦
子 

さ
ん

料　

理　

鶏
肉
と
野
菜
の
ト
マ

ト
煮
込
み
、
ピ
ラ
フ
な
ど

参
加
費

○
会
員
／
無
料

○
会
員
以
外
／
３
０
０
円

　

※
小
学
生
以
下
無
料

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
期
限

　

２
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
本
庁
企
画
課

　

妊
婦
を
対
象
に
母
親
学
級
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
の
妊
婦
と

知
り
合
え
る
機
会
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
講
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　

①
２
月
24
日
㈮

②
３
月
５
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
受
付
／
９
時
15
分
～
）

場　

所

　

赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

募

集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

全
国
子
ど
も
会
安
全
会
の

加
入
募
集
に
つ
い
て

お
い
し
い
国
際
交
流

「
ト
ル
コ
料
理
」
参
加
者
募
集

赤
磐
市
観
光
協
会
会
員
募
集

母
親
学
級
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
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2011 年 12 月 10 日夜の皆既月食
（23：33　竜天天文台撮影）

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、18
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

科　名 訓練期間 募集定員 対象者
電気設備科

１年
20人

今春高校卒業予定の人
35歳以下で高卒以上の
学歴の人木造建築科

木工科 要件なし
OA事務科

６カ月 離転職をした人ケアサービス科
エクステリア科 10人

特定最低賃金（岡山県内） 時間額

鉄鋼業 822 円

耐火物製造業 808 円

自動車・同付属品製造業 790 円

船舶製造・修理業、
船用機関製造業 821 円

一般機械器具等製造業 802 円

電気機械器具等製造業 738 円

各種商品小売業 747 円

最低賃金

●問い合わせ先／岡山労働局労働基準部賃金室
☎ 086-225-2014

必ず
チェック

募
集
締
切
日　

３
月
７
日
㈬

選
考
日

　

３
月
19
日
㈪
、
21
日
㈬

合
格
発
表
日　

３
月
27
日
㈫

願
書
提
出
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先

○
岡
山
県
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
６
８
（
２
６
）
１
１
２
５

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容

①
講
話
と
座
談
会
（
妊
娠
中
・

お
産
・
産
後
の
こ
と
な
ど
）

　

【
講
師
】
助
産
所
「
ま
み
・

み
ー
る
ー
む
」
杉
本　

洋
子

先
生

②
お
産
・
育
児
に
向
け
て
（
保

健
師
と
と
も
に
）
／
栄
養
に

つ
い
て
（
栄
養
士
の
指
導
と

試
食
）

申
し
込
み
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

○
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

竜
天
天
文
台
の
大
き
な
望
遠

鏡
と
お
持
ち
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
月
の
写
真
を
撮
り

ま
せ
ん
か
。
撮
影
会
は
無
料
観

望
会
に
続
き
行
い
ま
す
。

場　

所　

竜
天
天
文
台

対　

象　

一
般
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

日　

時　

２
月
４
日
㈯

　

午
後
９
時
～
10
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。
分

か
ら
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

予　

約　

不
要

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

付
属
の
充
電
器
（
ま
た
は
Ａ

Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
、
予
備
の
電

池
な
ど
）
、
防
寒
具

問
い
合
わ
せ
先

○
竜
天
天
文
台

　

赤
磐
市
結
婚
推
進
協
議
会
で

は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
会
い
を
求
め
て
い
る
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま

す
。

日　

時　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所　

熊
山
英
国
庭
園

　

（
赤
磐
市
殿
谷
１
７
０-

１
）

募
集
定
員　

独
身
の
男
女
各
20

人
（
男
性
は
市
内
在
住
の
人

だ
け
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
２
日
㈭

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

書
を
印
刷
し
、
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
本
庁
農
林
課
、

各
支
所
産
業
建
設
課
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

※
下
の
バ
ー
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
か

ら
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

　

☎
０
８
６
（
４
８
４
）
０
０
２
０

　

FAX
０
８
６
（
４
６
１
）
０
５
０
７

○
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
係

天
体
写
真
撮
影
会

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
募
集

４
月
入
校
生
募
集

岡
山
県
北
部
高
等
技
術
専
門
校
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、18
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相

談

相談内容 日 　　時 場　　所 問い合わせ先

【消費生活】

2月2日㈭、6日㈪、9日㈭、
13日㈪、16日㈭、20日㈪、
23日㈭、27日㈪
午前10時～午後4時

本庁2階
消費生活相談室

本庁協働推進室
協働推進係

2月7日㈫
午後1時30分～3時30分

吉井会館2階
農事実習室 吉井支所市民生活課

【無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田哲也・賀川進太郎

2月3日㈮
午後1時～4時 山陽産業会館2階

ふるさと交流室
本庁協働推進室
人権・男女共同参画係3月2日㈮

午後1時～4時

【巡回無料法律】※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　岡田孝文

2月22日㈬
午前10時～午後3時

赤坂支所
別館2階会議室 赤坂支所市民生活課

【なやみごと（人権）】
【行政】

2月3日㈮
午前10時～正午 熊山支所2階

第1会議室 熊山支所市民生活課
3月2日㈮
午前10時～正午

2月8日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係

2月15日㈬
午後1時～3時

吉井会館
農事実習室 吉井支所市民生活課

2月22日㈬
午前10時～午後3時

赤坂健康管理
センター 赤坂支所市民生活課

【多重債務相談】
随時（土、日、祝日は除く午前8時30〜午後5時30分）
　破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士
による電話相談として受け付けを行っています

本庁協働推進室
人権・男女共同参画係

市
内
い
ず
れ
の
場
所
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

日　

時　

２
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所

　

熊
山
支
所
２
階
第
１
会
議
室

相
談
員　

岡
山
東
年
金
事
務
所

年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時
間

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
窓
口

○
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
産
物
へ
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
有

害
鳥
獣
の
生
態
を
学
び
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

２
月
26
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
開
会

場　

所　

吉
井
会
館
２
階

講　

師　

江
口
祐
輔 

さ
ん

　

（
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

　

近
畿
中
国
四
国
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー　

鳥
獣
害
研
究
チ

ー
ム
）

演　

題　

「
み
ん
な
で
取
り
組

む
有
害
鳥
獣
対
策
」

受
講
料　

無
料

※
受
講
希
望
者
は
、
本
庁
農
林

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

○
本
庁
農
林
課

　

生
活
（
く
ら
し
）
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時　

２
月
26
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

所

　

中
央
公
民
館
大
集
会
室 

ほ
か

内　

容

お
知
ら
せ

年
金
相
談
（
要
予
約
）

赤
磐
市
有
害
鳥
獣

対
策
セ
ミ
ナ
ー

赤
磐
市
生
活
（
く
ら
し
）
を

考
え
る
消
費
者
の
つ
ど
い
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、18
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
午
前
の
部

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

（
午
前
10
時
か
ら
受
付
）

○
講
演
／
シ
ニ
ア
世
代
に
で
き

る
資
産
運
用

○
講
師
／
岡
山
県
金
融
広
報
委

員
会
〈
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー 

磯
邉 

崇
さ
ん
〉

◆
午
後
の
部

　

正
午
～
午
後
３
時

○
消
費
生
活
会
員
の
作
品
展
示

（
３
階
展
示
講
座
室
）

○
金
融
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ

ー
（
３
階
講
座
室
）

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

※
そ
の
ほ
か
、
絵
手
紙
や
エ
コ

た
わ
し
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

主　

催　

赤
磐
市
消
費
生
活
問

題
研
究
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
協
働
推
進
室

　

「
自
分
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
知
り
た
い
」
「
健
診
デ
ー
タ

を
改
善
し
た
い
（
血
糖
・
中
性

脂
肪
ほ
か
）
」
「
歯
の
手
入
れ

方
法
を
知
り
た
い
」
な
ど
の
ご

相
談
に
、
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
が
答
え
ま
す
。

日　

時　

２
月
20
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品

○
健
診
デ
ー
タ
な
ど
相
談
に
関

す
る
資
料

○
大
さ
じ
１
杯
程
度
の
み
そ
汁

（
塩
分
測
定
希
望
者
）

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
健
康
増
進
課

　

あ
な
た
の
手
足
の
関
節
は
大

丈
夫
で
す
か
。
年
齢
を
追
う
ご

と
に
痛
み
を
感
じ
て
い
る
人
、

悩
ん
で
い
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
関
節
の
痛
み
に
つ
い
て

の
講
演
に
参
加
し
、
対
策
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

２
月
25
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

所

　

中
央
公
民
館
大
集
会
室

内　

容　

講
演
「
関
節
の
痛
み

が
よ
く
わ
か
る
お
話
～
進
む
！

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
～
」

　

赤
磐
医
師
会
病
院 

整
形
外
科

医
長　

片
山
信
昭 

先
生

共　

催　

赤
磐
医
師
会
・
田
辺

三
菱
製
薬
㈱

そ
の
他

　

入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
先

○
健
康
増
進
課

　

２
月
19
日
㈰
に
開
催
す
る
第

15
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
朗
読
会
出
演

者
の
関
連
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
出
演
者
の
井
坂
洋

子
さ
ん
と
な
ん
ば
・
み
ち
こ
さ

ん
の
著
書
、
お
二
人
が
勧
め
る

詩
人
の
本
な
ど
、
各
図
書
館
が

所
蔵
す
る
図
書
で
す
。

開
催
期
間

　

２
月
１
日
㈬
～
29
日
㈬

場　

所

　

中
央
図
書
館
・
熊
山
図
書
館

問
い
合
わ
せ
先

◆
本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

○
中
央
図
書
館
・
熊
山
図
書
館

◆
朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い
て

○
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会

で
は
、
誰
も
が
心
の
健
康
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
ろ
の
病
気
は
本
人
の
力
だ
け

で
は
治
り
に
く
い
た
め
、
回
復

に
は
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
す
。
自
分
自
身
や
大
切
な
人
、

周
り
の
人
の
た
め
、
研
修
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

２
月
15
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

和
気
町
中
央
公
民
館

　

（
和
気
町
尺
所
７
︲
１
）

内　

容

○
講
演
／
「
働
く
人
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
～
知
っ
て
お
き
た

い　

こ
こ
ろ
の
病
気
～
」

○
講
師
／
岡
山
大
学
病
院
精
神

科
神
経
科
准
教
授　

寺
田
整

司 

先
生

問
い
合
わ
せ
先

○
備
前
保
健
所
東
備
支
所

　

☎
０
８
６
９
（
９
２
）
５
１
８
０
〈
直
通
〉

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
と
き
、

地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
、
次
の
対
象
動
物
に
つ
い

て
岡
山
県
に
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

届
け
出
は
飼
っ
て
い
る
頭
羽

数
に
関
係
な
く
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
動
物

　

牛
・
水
牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん

羊
・
ヤ
ギ
・
豚
・
イ
ノ
シ
シ
・

ニ
ワ
ト
リ
・
ア
イ
ガ
モ
・
ア
ヒ

ル
・
う
ず
ら
・
キ
ジ
・
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
・
七
面
鳥
・
ダ
チ
ョ
ウ

問
い
合
わ
せ
・
届
け
出
先

○
岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
０
８
６
７
（
２
４
）
３
８
８
０

食
生
活
・
歯
科
相
談

市
民
公
開
講
座

手
足
の
関
節
の
痛
み
で

お
悩
み
の
人
へ

朗
読
会
関
連
図
書
紹
介

平
成
23
年
度

「
心
の
健
康
づ
く
り
県
民
講
座
」

ニ
ワ
ト
リ
・
ア
イ
ガ
モ
・
ヤ
ギ

な
ど
を
飼
っ
て
い
る
人
へ
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火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（4）

1
（4）

0
（1）

0
（7）

1
（16）

14
（130）

50
（557）

20
（164）

12
（159）

96
（1010）

東出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（2）

0
（2）

0
（4）

5
（43）

19
（247）

7
（57）

5
（49）

36
（396）

北出
張所

0
（2）

0
（0）

0
（1）

0
（4）

0
（7）

1
（29）

13
（138）

4
（63）

3
（16）

21
（246）

計 0
（6）

1
（4）

0
（4）

0
（13）

1
（27）

20
（202）

82
（942）

31
（284）

20
（224）

153
（1652）

■平成23年赤磐市火災・救急発生状況（12月）

※（　）は平成23年の累計〜 登下校　みんななかよく　安全に 〜

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

23年12月中 126 28 2 8 38 98 

22年12月中 109 28 0 3 35 81 

増        減 17 0 2 5 3 17 

23年12月末 1,154 323 5 35 443 831 

22年12月末 1,152 336 2 33 442 816 

増        減 2 -13 3 2 1 15 

■平成23年赤磐市交通事故発生状況（12月）赤磐警察署調べ

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、18
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

赤磐市にある観光資源を再発見、再認
識するとともに、新たな観光資源を PR
することを目的に、市内を巡る「赤磐
市探訪バスツアー」を開催します。

赤磐市探訪
バスツアー
参加者募集

■日　時　　3 月 18 日㈰　午前９時集合／午後４時解散

■集合・解散場所　　赤磐市役所 正面駐車場

■行　程
赤磐市役所集合　→　周匝史跡保存会のガイドと歩く大仙山城跡周辺の見学　→　吉井川河川敷で
の筆軸の天日干し風景見学　→　休憩（昼食）　→　赤磐特産館アグリにて特産品の紹介など　→　
室町酒造㈱で岡山県産の酒造好適米「雄町米」を用いた酒造りの説明と試飲　→　赤磐酒造㈱で伝
統的な和釜甑の酒蔵見学と冬のにごり酒の試飲　→　赤磐市役所解散

■主　催　赤磐市観光協会

■募集人数　30 人（3 月 18 日現在で 20 歳以上の人のみ募集）　※先着順とし、募集人数に達した場合は、受付を終了します。

■参加費　　無料（ただし、昼食代は当日自己負担）

■申し込み方法
往復はがきに「赤磐市探訪バスツアー参加希望」と明記し、次のことを記入してください。
　・住所　・参加希望者全員の氏名（ふりがな）　・年齢　・性別　・電話番号
後日、申し込みについて担当者から返信用はがきで連絡します。

■申込締め切り日　　2 月 27 日㈪　※当日消印有効

■その他
・大仙山城跡周辺は、山道を歩いて見学しますので、長袖、長

ズボン、山歩きに適した靴などをご準備いただき、動きやす
い服装でご参加ください。 ※滑りやすく歩きにくい場所があります。

・天候や交通事情などにより、行程を変更する場合があります。

■問い合わせ・申し込み先
　赤磐市商工観光課　赤磐市観光協会「赤磐市探訪バスツアー」係
　〒 709-0898　赤磐市下市 344
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アドラー心理学に学ぶ

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、18
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ・申し込み先／本庁社会福祉課子育て支援係

にこにこ
子育て講演会

中央公民館2階
視聴覚室

場  所3月2日㈮
午前10時～正午

日  時

子どものことでイライラして、つい怒ったりたたいてしまったり、
そんなことはありませんか？
賞罰を与えるのではなく、子どもを勇気づけしてみませんか！
子どもの話を聴く、子どもを信頼する、子どもに任せる・・・
アドラー心理学に基づく科学的でハートフルな子育てをご紹介します。
ひとりで悩まないで、もっと子育てを楽しく、
楽に考えられるよう「勇気づけの子育て」を学びましょう。

◇参加費／無料 ◇定　員／50人程度

◇申し込み方法／電話での事前予約をお願いします。

◇対　象／子育て中の保護者

◇主　催／赤磐市 ◇協　力／赤磐子どもNPOセンター

＜プロフィール＞
◦Tittiキンダーガーデン園長（滋賀県大津市）、NPOチッチ理事長
◦湖西アドラー心理学研究所所長
◦日本アドラー心理学会認定家族コンサルタント
◦保育アドバイザーとして京阪神を中心に北海道から沖縄まで幅広く

講演活動も意欲的に行っている。保育士養成講座の講師も務める。

【著書】 「アドラー心理学に学ぶ いっこさんのたのしい子育て」
　　　 「アドラー心理学に学ぶいっこさんのワクワク子育てQ＆A」
　　　 「アドラー心理学に学ぶ いっこさんのにこにこ子育て」 など

いっこさんの

山口　育子講  師

〜「勇気づけの子育て」が今すぐ実践できるように〜
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Sports Topics
ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
☎（
9
5
5
）4
4
3
2
／
F
A
X（
9
5
5
）0
5
0
7

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

結
　
　
果

　チャレンジデー参戦もいよいよ 3年目、赤磐市は今年
も挑戦します。
　誰でもエントリーできるこのチャレンジデーは、当日
の午後9時までに、市内で15分以上体を動かせばＯＫ！

皆さんの健康と赤磐
市の勝利のため、１人でも多くの参加をお待
ちしています。
　２月下旬には、今年の対戦自治体が決定し
ます。
　３度目の正直、赤磐市一丸となって、勝利
を手にしましょう。

今年は5月30日水

チャレンジデー

第
６
回
赤
磐
市
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

【
開
催
日
】
11
月
27
日

【
場　

所
】
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
成　

績
】

◆
Ｃ
ク
ラ
ス

⃝
優　

勝
…
愛
甲
・
柳
原 

組

⃝
準
優
勝
…
小
山
・
原
田 

組

⃝
第
３
位
…
多
田
・
堀 

組

◆
初
心
者
ク
ラ
ス

⃝
優　

勝
…
花
房
・
高
取 

組

⃝
準
優
勝
…
柳
原
・
多
田 

組

⃝
第
３
位
…
葛
城
・
杉
川 

組

⃝
第
4
位
…
原
田
・
柳
原 

組

赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ
場

年
間
利
用
会
員
月
例
会　
２
０
１
１

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

　

年
間
利
用
券
購
入
者
を
対
象
に
月

例
会
（
現
在
ま
で
６
回
延
べ
７
５
８

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。【
敬
称
略
】

全
日
本
新
体
操
選
手
権
大
会（
千
葉
県
）

⃝
武
庫
川
女
子
大
学
４
年

　

葛
西　

真
衣
（
桜
が
丘
西
6
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
15
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス
（
Ｕ
18
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
千
葉
県
）

⃝
作
陽
高
等
学
校
3
年

　

沼
田　

倫
子
（
山
陽
1
）

⃝
作
陽
高
等
学
校
1
年

　

広
井　

千
春
（
桜
が
丘
西
4
）

人
参
加
）
を
実
施
し
、
12
月
21
日
に

そ
の
上
位
成
績
者
（
33
人
）
に
よ
る

年
間
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

※
（　

）
は
打
数
／
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
数
〔
32
ホ
ー
ル
〕

⃝
優　

勝
…
津
田　

里
文
（
67
／
3
）

⃝
準
優
勝
…
吉
岡　
　

進
（
70
／
2
）

⃝
第
３
位
…
鈴
木　

譲
治
（
71
／
2
）

⃝
第
４
位
…
下
山　
　

孝
（
71
／
2
）

⃝
第
５
位
…
題
府　
　

勇
（
71
／
1
）

⃝
第
６
位
…
勝
枝　

敏
美
（
72
／
2
）

　

皆
さ
ん
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル
フ

場
年
間
利
用
会
員
に
な
っ
て
月
例
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

月
例
会
は
偶
数
月
の
第
３
月
曜
日

（
12
月
は
第
２
月
曜
日
）
に
実
施
の
予

定
で
す
。

　

申
し
込
み
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
ゴ
ル

フ
場
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
利
用
料
金
】

◆
年
間
利
用
券

⃝
市
内
の
人
…
１
万
円

⃝
市
外
の
人
…
１
万
５
０
０
０
円

※
購
入
し
た
日
か
ら
１
年
間
有
効

◆
一
日
利
用
券

⃝
市
内
の
人
…
３
０
０
円

⃝
市
外
の
人
…
５
０
０
円

※
初
心
者
も
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き
ま

す
（
無
料
貸
し
ク
ラ
ブ
･
ボ
ー
ル

あ
り
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２
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康
健

Vol.

69

わ
た
し
の

あ
な
た
の

こ
れ
か
ら
が
本
番
！

花
粉
症
に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
春
先
に
な
る
と
、
く
し
ゃ
み
や

鼻
水
が
出
た
り
、
目
が
か
ゆ
く
な
っ
た

り
、
の
ど
が
む
ず
む
ず
刺
激
さ
れ
た
り

す
る
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

●
花
粉
症
と
は

　

花
粉
症
は
、
ス
ギ
や
ブ
タ
ク
サ
な
ど

の
花
粉
が
目
に
入
っ
た
り
、
鼻
か
ら
吸

い
込
ま
れ
た
り
し
た
と
き
に
起
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

●
花
粉
の
飛
散
時
期
・
時
間

　

ス
ギ
は
２
月
か
ら
３
月
、
３
月
か
ら

は
ヒ
ノ
キ
、
４
月
か
ら
は
マ
ツ
や
イ

チ
ョ
ウ
、

６
月
か
ら

は
イ
ネ
科

の
植
物
、

夏
か
ら
秋

に
か
け
て
は
ブ

タ
ク
サ
・
ヨ
モ

ギ
が
ピ
ー
ク
に

な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

１
日
の
う
ち
で
は
、
朝
日
が
昇
る
こ

ろ
か
ら
花
粉
の
飛
散
量
が
増
え
、
午
前

中
か
ら
午
後
３
時
ご
ろ
ま
で
飛
散
の
多

い
状
態
が
続
き
ま
す
。

　

晴
天
で
気
温
が
高
い
、
空
気
が
乾
燥

し
て
風
が
強
い
、
雨
上
が
り
の
翌
日
、

気
温
の
高
い
日
が
２
、
３
日
続
い
た
後

な
ど
は
特
に
花
粉
が
多
く
飛
び
ま
す
。

●
花
粉
症
対
策
５
か
条

①
花
粉
情
報
を
知
る

　

気
象
情
報
や
花
粉
情
報
か
ら
飛
散
状

況
を
知
り
、
飛
散
の
多
い
日
や
時
間
帯

の
外
出
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
時
に
花
粉
を
防
ぐ

　

眼
鏡
や
ゴ
ー
グ
ル
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
髪
は
ま
と
め
て
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

り
、
表
面
が
つ
る
つ
る
し
た
服
や
帽
子

を
身
に
つ
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

③
家
の
中
に
花
粉
を
持
ち
込
ま
な
い

　

玄
関
で
花
粉
を
払
い
落
と
し
ま
し
ょ

う
。
手
洗
い
や
う
が
い
、
洗
顔
を
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
必
要
な
い

と
き
は
戸
や
窓
を
開
け
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

洗
濯
物
や
布
団
を
干
し
た
と
き
は
、

花
粉
を
落
と
し
て
か
ら
取
り
込
ん
だ

り
、
衣
類
や
布
団
の
乾
燥
機
を
使
っ
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

④
家
の
中
に
入
っ
た
花
粉
を
減
ら
す

　

床
や
畳
は
水
拭
き
し
て
か
ら
掃
除
機

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
空
気
清
浄
機
で
室

内
の
花
粉
を
除
去
し
た
り
、
ソ
フ
ァ
ー

や
カ
ー
テ
ン
な
ど
も
掃
除
機
を
か
け
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
抵
抗
力
を
つ
け
る
生
活
を
送
る

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
っ
た

り
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
体
を
休
め
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
治　
療

　

花
粉
症
の
症
状
は
風
邪
の
症
状
に
よ

く
似
て
い
る
た
め
、
初
期
で
は
花
粉
症

だ
と
気
付
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
が
１
週
間
以
上
続
く
、
特
定
の

季
節
や
雨
上
が
り
、
気
温
の
上
昇
で
症

状
が
悪
化
す
る
な
ど
の
場
合
は
、
き
ち

ん
と
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
毎
年
花
粉
症
に
ひ
ど
く
悩
ま

さ
れ
て
い
る
人
は
、
花
粉
症
が
起
こ
る

前
に
医
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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赤
磐
市
自
治
連
合
会
と
は

　

赤
磐
市
自
治
連
合
会
は
、
赤
磐

市
内
の
７
地
域
を
代
表
す
る
区

長
、
町
内
会
長
21
人
で
組
織
さ
れ

て
お
り
、
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振

興
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
治
連
合
会
が
発
足
し
た

の
は
、
平
成
18
年
４
月
で
、
今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
自
治

連
合
会
は
、
自
治
会
組
織
の
強
化

と
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め
、
安

全
で
明
る
く
、
健
や
か
で
う
る
お

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
多
様
化
す
る
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
て
い
く

た
め
、
自
治
会
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
活
動

の
目
標
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
防

犯
や
防
災
、
美
化
な
ど
の
生
活
環

境
づ
く
り
を
大
切
に
し
、
赤
磐
市

の
合
言
葉
「
人
〝
い
き
い
き
〟
ま

ち
〝
き
ら
り
〟」
の
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
自
治
連
合
会
で
は
区
長
会
部

会
、
町
内
会
部
会
、
事
業
部
会
の

赤
磐
市
自
治
連
合
会

活
動
方
針

～
健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
～

　

自
治
連
合
会
で
は
、
次
の
３

つ
の
活
動
方
針
と
６
つ
の
事
業

計
画
を
柱
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
活
動
方
針
】

①
地
域
社
会
の
発
展

②
組
織
の
親
睦
と
強
化

③
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り

【
事
業
計
画
】

①
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

へ
の
参
画

②
各
専
門
部
の
情
報
交
換

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

　

拡
大

④
視
察
研
修
会
な
ど
の
内
容
の

　

充
実

⑤
市
執
行
部
と
の
懇
談
会
の

　

推
進

⑥
広
報
・
広
聴
活
動
の
拡
充

３
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
区
長
会
部
会
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
荒
廃
地
が
増
え
る
農
山

村
地
帯
で
農
業
振
興
な
ど
に
力
を

入
れ
、
町
内
会
部
会
は
新
興
団
地

の
防
犯
や
防
災
、
環
境
美
化
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事

業
部
会
は
、
自
治
連
合
会
の
研
修

会
や
視
察
、
交
通
安
全
の
啓
発
、

環
境
衛
生
な
ど
の
活
動
内
容
を
決

め
る
部
会
で
す
。

健やかでうるおいのあるまちづくりへ
自治連合会活動

　市では、赤磐市自治連合会とともに協働のまちづくりに
取り組むことで、住みやすい地域社会をめざしています。
今回は赤磐市自治連合会の活動をご紹介します。
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自治連合会の
主な活動

（平成23年度）

▲ 気楽に楽しく、中身の濃い研修

▲ 市へ要望書を提出する自治連合会

赤磐市自治連合会

　山本　雅
ま さ た か

堂　会長

　昨年を締めくくった「絆」の文字。地域や人
の絆は、目まぐるしく変化する社会環境の中で、
希薄化していきました。そんなとき、あらため
て絆の大切さを感じさせてくれたのが、東日本
大震災でした。
　多様化する地域のニーズに応えていくため、
市と自治連合会が進めている「協働のまちづく
り」が、あらためて「人と人の絆、地域と地域の絆」
を取り戻す場となることを願っています。
　市民の皆さんの「まちづくり」への参加と、
一層のご支援とご協力をお願いします。

「人と人の絆、
　地域と地域の絆」
　　　　を合言葉に

▲ 庄原市の地域活動紹介のパネルを見ながら意見を交わしました

●
市
に
対
し
要
望
書
を
提
出

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
専
門

部
会
（
区
長
会
部
会
、
町
内
会
部

会
）
で
検
討
・
と
り
ま
と
め
を
し
、

市
へ
要
望
書
と
し
て
提
出
を
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
道
路
・
河
川
の

整
備
や
有
害
鳥
獣
対
策
、
交
通
安

全
対
策
、
く
ら
し
の
安
全
、
教
育

環
境
の
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

●
県
知
事
と
の
懇
談
会

　

県
、
市
町
村
、
自
治
組
織
と

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
開

催
さ
れ
た
県
知
事
と
の
懇
談
会

に
山
本
会
長
が
出
席
し
、
赤
磐

市
の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
知

事
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
備
前
県
民
局
や
東
備

地
域
事
務
所
と
も
懇
談
し
、
課

題
の
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

●
赤
磐
市
自
治
会
全
体
研
修

　

自
治
連
合
会
で
は
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
、
自
治
会
全
体
研
修
と
し
て
、

12
月
３
日
に
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
団
体
代
表
者
研
修
会
を

市
と
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
で
あ
る
会
議
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
普
及
協
会
代
表
の
釘

山
健
一
さ
ん
と
副
代
表
の
小
野

寺
郷
子
さ
ん
の
、「
協
働
と
は
、

市
民
と
行
政
が
一
緒
に
や
る
こ

と
」「
ま
ち
づ
く
り
の
一
番
の
コ

ツ
は
楽
し
く
や
る
こ
と
」
な
ど

の
わ
か
り
や
す
い
講
義
に
、
参

加
し
た
自
治
会
の
メ
ン
バ
ー
も

深
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

研
修
後
の
感
想
で
は
「
今
後
の

地
区
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
き

た
い
」「
い
か
に
楽
し
く
雰
囲
気

を
作
り
出
す
か
参
考
に
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
自
治

連
合
会
と
し
て
も
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
「
明
る
く
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
視
察
研
修

　

12
月
７
日
、
広
島
県
庄
原
市
に

視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
庄
原
市
の
自
治
振
興
区

の
中
で
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い

る
庄
原
自
治
振
興
区
、
敷
信
自
治

振
興
区
の
活
動
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

こ
の
庄
原
市
の
自
治
振
興
区

は
、
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
地
域

を
経
営
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、「
自
ら
の
地
域
は
、
自
ら

創
る
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
地

域
で
共
有
す
る
夢
（
地
域
の
将

来
像
や
課
題
の
克
服
な
ど
）
の

実
現
に
向
け
て
５
年
か
ら
10
年

の
間
に
取
り
組
む
「
地
域
振
興

計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
花
の
回

廊
づ
く
り
や
振
興
区
だ
よ
り
の

発
行
、特
産
品
（
地
区
ブ
ラ
ン
ド
）

の
開
発
・
販
売
事
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
お
互
い
の
地
域
活
動
の

悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
、
有
意

義
な
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課  ☎955-4770

　

ロ
バ
の
音
楽
座
は
、
古
楽
器
や
世
界
の
珍
し
い
楽

器
、
手
作
り
楽
器
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
心

温
ま
る
「
音
と
遊
び
の
世
界
」
を
創
造
し
て
い
る
メ
ジ

ャ
ー
音
楽
集
団
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

の
ア
ニ
メ
「
パ
ン
ツ
ぱ
ん
く
ろ
う
」「
か
ら
だ
で
あ
そ

ぼ
う
」
な
ど
の
音
楽
担
当
も
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
２
月
４
日
㈯

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

　
（
開
場　

午
後
６
時
10
分
）

ロ
バ
の
音
楽
座
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
　
時
】
２
月
４
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
場
　
所
】
熊
山
公
民
館
２
階
大
集
会
室

【
内
　
容
】

①
熊
山
遺
跡
と
秦
氏
・
和
気
氏
一
族
の
係
わ
り

②
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
は
何
で
あ
り
何
で
あ
る
べ
き
か

　

～
岡
山
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
奈
良
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
示
唆

す
る
も
の
～

【
講
　
師
】

①
岡
野　
　

進
（
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
副
会
長
）

②
三
谷　

惠
一
（
京
都
大
学
文
学
博
士
、岡
山
大
学
名
誉
教

授
、
環
太
平
洋
大
学
名
誉
教
授
）

【
そ
の
他
】
会
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
事
務
局
（
金
光　

久
子
） 

☎
（
９
９
５
）
０
２
４
５

熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会
主
催

特
別
講
演
会

　
「
ギ
タ
ー
が
弾
け
れ
ば
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。

高
月
公
民
館
の
新
グ
ル
ー
プ
活
動
が
発
足
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
２
月
７
日
㈫
～ 

毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
～
８
時
（
予
定
）

【
募
集
定
員
】
一
般　

10
人
（
初
心
者
大
歓
迎
）

【
会
　
費
】
２
０
０
円
程
度
／
月
（
未
定
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

⃝
代
表
／
磯
山

　

☎
０
９
０
（
４
１
４
７
）
５
４
６
３

「
初
心
者
か
ら
始
め
る
ギ
タ
ー（
仮
称
）」

グ
ル
ー
プ
参
加
者
募
集

【
場
　
所
】
高
月
公
民
館

【
参
加
費
】
５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
１
人
分
）

※
未
就
学
児
の
人
は
、
保
護
者
（
有
料
）
同
伴
で
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。

※
参
加
希
望
の
人
は
前
売
り
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
　
催
】
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
０
１
︲
２
２
２
２

　

赤
磐
市
町
苅
田
３
２
４
「
陽
な
た
ぼ
っ
こ
」

　

☎
／
FAX
（
９
５
６
）
３
７
０
０

3月号の記事締め切りは
2月3日㈮までです。
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▲きちんとあくをとっておいしいとん汁に

▲吉井川の河原に広がる竹筆軸のじゅうたん

　

12
月
11
日
、
高
月
公
民
館
で
両
宮
地
域
ぐ
る
み
活
動
協
議
会
が
主
催
の

「
わ
く
わ
く
親
子
体
験
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域
の
親
子

４
組
（
14
人
）
と
地
域
ぐ
る
み
の
役
員
や
、
栄
養
委
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

　

11
月
の
活
動
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
て
、
と
ん
汁
と
フ
ル
ー

ツ
き
ん
と
ん
を
調
理
し
ま
し
た
。
栄
養
委
員
か
ら
調
理
方
法
を
教
え
て
も

ら
っ
た
後
、
包
丁
を
握
っ
て
調
理
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ

の
も
の
。

　

料
理
が
で
き
あ
が
る
と
、
み
ん
な
で
感
想
を
言
い
な
が
ら
、
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
「
農
と
食
」
に
関
す
る
楽
し
い
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
る
地
域
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
調
理
実
習

文
／
両
宮
地
域
ぐ
る
み
活
動
協
議
会

　

日
本
の
伝
統
楽
器
「
箏
・
尺
八
・
三
絃
」
の
同
好
者

が
相
互
交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
、
流

派
不
問
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
会
員
以
外
の
人
に
和
楽
器
か
ら
響
く
音

色
を
感
じ
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
見
学
の
時
間

を
設
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
研
修
会
は
演
奏
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
合
同
研
修
会

【
日
　
時
】
３
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

【
場
　
所
】
高
月
公
民
館
（
穂
崎
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
（
写
真
代
は
別
途
要
）

【
研
修
曲
】

⃝
山
里
の
春
（
森
岡　

章
作
曲
）

⃝
新
高
砂
（
寺
島
検
校
作
曲
）

⃝
軒
の
雫
（
宮
城
道
雄
作
曲
）

【
主
　
催
】
赤
磐
三
曲
協
会

●
見
学
（
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）

　

随
時
会
場
内
へ
入
っ
て
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

【
時
　
間
】
午
後
１
時
～
２
時
ご
ろ

【
そ
の
他
】
会
場
入
口
で
は
箏
や
尺
八
に
直
接
触
れ
る

体
験
が
で
き
ま
す
。係
員
が
不
在
の
場
合
は
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⃝
代
表
／
水
島　

☎
（
９
５
５
）
２
５
４
９

箏・尺
八・三
絃

合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

赤
磐
市
を
代
表
す
る
工
芸
品
の
一
つ
、
竹
筆
軸
。
吉
井
川
の
河
原
で
は

冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
、
竹
筆
軸
の
天
日
干
し
（
寒
ざ
ら
し
）
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
天
日
干
し
は
お
よ
そ
75
日
間
行
わ
れ
、
そ
の
間
は
雪
や
雨
が
降
っ

て
も
そ
の
ま
ま
だ
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
雨
が
少
な
く
、
低
温
の
年
が

良
質
な
竹
筆
軸
に
仕
上
が
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ん
べ
ん
な
く
竹
材
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
は
、
一
週
間
に
一

度
は
熊
手
で
竹
材
を
転
が
す
「
天
地
返
し
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
作
業
を
し
な
い
と
、
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
以
外
に
も
、
表
面

に
し
み
が
残
っ
た
り
、
竹
が
曲
が
っ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
る
そ

う
で
す
。

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
こ
の
光
景
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

寒
ざ
ら
し
作
業
真
っ
盛
り

稲
蒔
の
竹
筆
軸
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12月

1月

ま ち の わ だ い

▲完成した消防機庫を前にあいさつする団員

地
域
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に

桜
が
丘
東
消
防
機
庫
完
成
式

　

12
月
３
日
、
桜
が
丘
東
地
内
で
消
防
機
庫
の
完
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
井
上
市
長
や
地
元
議
員
の
ほ
か
、
桜
が
丘

東
の
各
町
内
会
長
ら
が
訪
れ
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
新
た
な
一
歩
を
共
に
喜
び
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
平
成
22
年
４
月
に
住
民
ら
に
よ
る

「
消
防
団
」
が
発
足
。「
市
消
防
団
熊
山
方
面
隊
第
１
分

団
第
６
部
」
と
し
て
、
11
月
13
日
に
は
消
防
車
も
配
備

さ
れ
、
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
切
な
人
、
大
切
な
ま
ち
を
守
り
た
い
」
と
い
う
思

い
を
胸
に
活
動
す
る
団
員
た
ち
は
、
地
元
住
民
に
と
っ

て
心
強
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
楽
し
く

　

12
月
３
日
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

「
団
体
代
表
者
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
・
午
後
の
部
合
わ
せ
て
80
人
が
参
加
。
講
師
の
会
議

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
普
及
協
会
代
表
の
釘
山
健
一
さ
ん
・
副
代
表

の
小
野
寺
郷
子
さ
ん
が
進
行
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
」
の
研

修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
協
働
と
は
市
民
と
行
政
が
一
緒
に
や
る
こ
と
」

「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
楽
し
い
ね
と
い
う
人
を
増
や
す
」
な
ど
協
働

を
成
功
さ
せ
る
極
意
を
学
び
ま
し
た
。
講
師
か
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
く
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
語
り
合
う
「
夢
実
現
型
」
の
ま
ち
づ

く
り
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ツ
は
、

楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
」「
研
修
内
容
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
生
か

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
に
向
け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
へ

　
《
手
作
り
の
し
お
り
》

　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
!!

　

12
月
21
日
、
昨
年
度
に
続
き
山
陽
西
幼
稚

園
の
園
児
が
手
作
り
の
し
お
り
を
手
に
中
央

図
書
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
し
お
り
は
、
市
内
６
園
の
幼
稚
園

児
が
協
力
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
代
表
で
図

書
館
を
訪
れ
た
山
陽
西
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

は
、
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
作
っ
た
し
お

り
を
「
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
言
葉

と
と
も
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

２
５
７
枚
の
手
作
り
し
お
り
は
、
さ
っ
そ

く
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
、
図
書

館
利
用
者
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▶
手
作
り
の
し
お
り
を
渡
す
園
児
ら

▶
一
生
懸
命
作
っ
た
の
で
、

　

大
事
に
し
て
く
だ
さ
い

◀
研
修
中
も
「
笑
顔
」
い
っ
ぱ
い
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か
が
や
き
ク
ラ
ブ
発
足
！

山
陽
北
小
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

12
月
11
日
、
山
陽
北
小
学
校
で
、
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
か
が
や
き
ク

ラ
ブ
」
の
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
ク
ラ
ブ
と
は
、
北
小
が
目

指
す
子
ど
も
像
「
か
ん
が
え
る
子
、
が

ん
ば
る
子
、
や
さ
し
い
子
、
北
小
の
子
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
か
ら
つ
け
ら
れ

た
愛
称
で
、
地
域
住
民
を
中
心
に
平
成

24
年
度
か
ら
本
格
始
動
し
ま
す
。

　

式
で
は
、
岡
山
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
課
の
髙
橋
主
幹
に
よ
る
、
学
校
と
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
・
協
力

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

か
が
や
き

ク
ラ
ブ
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ

り
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域

の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
、
よ

り
豊
か
に
成

長
し
て
い
く

こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲
講
演
に
集
中
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者

１
０
０
歳
お
め
で
と
う

小
林
鈴
香
さ
ん
（
惣
分
）

　

１
月
11
日
、
小
林
鈴
香
さ
ん
が
7
日
に

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
の
を
お
祝
い
す

る
た
め
、
井
上
市
長
や
備
前
県
民
局
の
職

員
ら
が
山
陽
寿
荘
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
祝
い
状
や
記
念
品
、
花
束
を
お

贈
り
す
る
と
、
小
林
さ
ん
は
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
丁
寧
に
お
礼
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
惣
分
で
生
ま
れ
、
旧
牛
窓

町
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
夫
を
亡
く
さ
れ
て
か

ら
は
、
職
業
安
定
所
や
高
校
の
事
務
員
と

し
て
勤
務
し
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
ま
し

た
。
そ
の
後
生
ま
れ
故
郷
の
惣
分
へ
戻
り

母
の
介
護
を
し
、
平
成
18
年
に
山
陽
寿
荘

へ
入
所
し
ま
し
た
。

　

人
と
お
話
し
す
る
の
が
好
き
な
小
林
さ

ん
。
長
寿
の
秘
け
つ
は
、毎
日
日
記
を
書
き
、

新
聞
を
よ
く
読
む
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

少
年
野
球

赤
磐
か
ら
2
チ
ー
ム
が

全
国
大
会
に
出
場

　

12
月
10
日
に
笠
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
岡
山
県
ル
ー
キ
ー
野
球
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
全
域
か
ら
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
３
年
生
以
下
の
８
チ
ー
ム
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
結
果
、
ヤ
ン
グ
山
陽
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
、
山
陽
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
準
優
勝
に

輝
き
、
３
月
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
（
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ
）
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も

赤
磐
両
チ
ー
ム
に
よ
る
頂
上
決
戦
と
な
る

よ
う
両
チ
ー
ム
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

今
年
度
新
た
に
入

団
し
た
子
供
た
ち
が

半
数
以
上
で
、
春
先

に
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
も
ま
と
も
に
で
き

な
い
状
態
で
し
た
が
、

監
督
・
コ
ー
チ
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
保

護
者
も
一
致
団
結
し
、

懸
命
な
努
力
を
重
ね

た
結
果
、
県
大
会
２

連
覇
と
い
う
偉
業
を

達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
全
国
大
会
で
は
「
昨
年
（
ベ
ス

ト
８
）
以
上
の
成
績
を
挙
げ
る
」
を
合
言

葉
に
さ
ら
に
練
習
に
励
み
ま
す
。

●
山
陽
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

23
年
度
ル
ー
キ
ー
チ
ー
ム
（
１
～
３
年

生
）
19
人
は
、『
多
賀
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

出
場
』
を
目
標
に
、
春
か
ら
練
習
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
練
習
中
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
で
の
自
主
練
習
も
頑
張
っ
た
成
果
が

少
し
ず
つ
現
れ
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
ま
と

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
挑
ん
だ
県
予
選
会
で
多
賀
グ
リ

ー
ン
カ
ッ
プ
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
戦
で
も
山
陽
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
の
名
に
恥
じ
な
い
戦
い
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

▶
ヤ
ン
グ
山
陽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▶
山
陽
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▲お祝いの花束を受け取る小林さん
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市
民
に「
安
心
で
き
る
」と

い
わ
れ
る
よ
う
に

　

１
月
８
日
の
成
人
式
で
は
司
会
進
行

を
務
め
た
大
輝
さ
ん
。
成
人
式
実
行
委

員
会
に
参
加
し
た
理
由
は
「
自
分
も
市

の
職
員
だ
か
ら
何
か
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
」
と
思
っ
た
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
大
輝
さ
ん
は
、

普
段
は
消
防
士
と
し
て

赤
磐
市
消
防
本
部
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
高
校

卒
業
後
は
看
護
の
専
門

学
校
に
通
っ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
19
歳
の
と

き
に
転
身
。
中
学
時
代

は
野
球
、
高
校
時
代
は

ボ
ク
シ
ン
グ
と
、
昔
か

ら
運
動
す
る
こ
と
が
得

意
だ
っ
た
と
い
う
大
輝

さ
ん
は
、「
自
分
の
得
意

な
運
動
と
、
看
護
の
知

識
を
生
か
せ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
、
消

防
士
の
道
を
選
び
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
、
将
来
ど
ん
な
大
人
に

な
り
た
い
か
を
聞
く
と
「
現
場
に
行
っ

た
と
き
、
み
ん
な
か
ら
『
お
前
が
来
て

く
れ
た
か
ら
安
心
で
き
る
』
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
能
力
と

知
識
を
身
に
つ
け
た
大
人
に
な
り
た
い

で
す
」
と
、力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

10

広報あかいわ
2012 2 月号 No.83

発　行　岡山県赤磐市下市 344
　　　　赤磐市役所
編　集　総務部秘書課
　　　　TEL.955-4770
　　　　FAX.955-1261
発行日　平成 24 年 2 月 1 日
U R L　http://www.city.akaiwa.lg.jp

▼
昨
年
末
は
福
島
県
浪
江
町
の
行
政
事

務
支
援
で
役
場
機
能
が
移
転
し
て
い
る

同
二
本
松
市
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
浪

江
町
は
放
射
能
の
影
響
で
、
現
在
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
人

は
、
震
災
前
に
は
海
岸
沿
い
に
家
が
あ

り
、
毎
朝
見
え
る
朝
日
が
と
て
も
綺
麗

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
人
の
「
家

も
今
は
基
礎
し
か
残
っ
て
な
い
。
そ
し

て
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
は
、
浪

江
に
は
帰
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
」
と
い

う
言
葉
が
今
も
胸
に
刺
さ
り
ま
す
。

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
の
取
材
で
、
生

徒
に
「
職
業
体
験
で
感
じ
た
こ
と
」
を

聞
く
と
、「
仕
事
は
、
周
り
か
ら
見
て

い
る
よ
り
も
大
変
だ
と
分
か
っ
た
。
父

や
母
も
、
普
段
一
生
懸
命
働
い
て
育
て

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
。」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
身
を
も
っ
て

体
験
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
努
力
や

苦
労
を
理
解
し
、
自
然
と
感
謝
の
念
が

湧
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
心
を
、

ず
っ
と
大
事
に
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

（
テ
ィ
・
ア
ー
ル
）

編

集

後

記

い
き
い
き

い
き
い
きき

ら
り

能
勢 

大だ
い

輝き 

さ
ん

（
20
歳
／
山
陽
２
）

▶
成
人
式
で
司
会
進
行
を
務
め
た
大
輝
さ
ん

広報あかいわ（平成24年2月号）32


